
【媒体概要】

 発行部数： 5 万部

 判型： A4 変型

 発売日： 年 4 回（3,6,9,12月 16日）

 創刊： 2013 年

 定価： 1,200 円（税込み）

 印刷： オフセット印刷

 ページ数： 130 ページ

【広告掲載料金】（制作費等と消費税額含まず）

 掲載面 定価 サイズ（天地×左右）㎜

 表４ 800,000 円 275 × 200

 表２ 600,000 円 285 × 210

 表３ 500,000 円 285 × 210

 4C1P 500,000 円 285 × 210

 4C1/2P 250,000 円 130 × 190（段組み・枠付き）

【入稿時の注意事項】
☆広告原稿は、必ずデジタルデーター（CD もしくは MO メディア）、出力見本（原寸大）、仕様書の 3 点セットとして入稿してください。

☆校正（紙）が必要な場合は、原則として発売日の 30 日前までの入稿とし、それ以降に入稿されたものは原稿責了（投げ込み）となります。

☆オンラインでの入稿（デジタルワークフロー）は行っていませんので、必ず、メディアを添えて入稿してください。

☆広告原稿には、（内・外）トンボを入れ、追い込み（セーフティ）として、ロゴ、社名、文字などは仕上りサイズより 10㎜以上、必ず内側に配置してください。

☆断ち切りで写真、イラスト、地紋などを入れる場合は、仕上がりサイズ（内トンボ）ではなく、必ず外トンボまで延ばして配置してください。

☆印刷時のブロッキングや裏写りなどを防ぐため、プロセス（CMYK）カラーの総量は 320% 以下としてデーターを制作してください。

☆入稿された原稿類（MO 除く）は、原則として返却しませんので、その必要がある場合には事前（入稿時など）にお知らせください。

【ご注意】
☆広告内容などに関する一切の責任は、広告主が負うものとします。

☆その他、広告内容については、当社および雑誌広告倫理綱領の掲載基準に準じるものとさせて頂きます。

☆掲載の申し込み締め切り、各号の発売日より 40 日前、入稿締め切り（校正あり）は発売日の 30 日前となります。

☆申し込み後の掲載の取り消しは、発売日の 30 日前以降はお受けできません。

オトナのための旧車モディファイマガジン

媒体資料



ハコスカやフェアレディZ、ブルーバード、
サニー、セリカ、レビン／トレノなどに代
表される国産クラシックカー。それらを、
より速く、カッコよく、自分好みにチュー
ンアップやカスタムを施して楽しむオー
ナーのためのバイブルが「ノスタルジッ
ク スピードです。最新の旧車チューニン
グのトレンド、オーナーのこだわり、ショッ
プのノウハウなど、大人が旧車を楽しむ
ための情報を詳細に伝えたい。あこがれ
の旧車を実現させるための参考書になる
雑誌を目指します。HLS30 + RB30

TEXT ： AKIO SATO（rsf）/佐藤アキオ（rsf）
PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/藤井元輔（サルーテ）

COOPERATION ： TESTAROSSA/テスタロッサ
TEL0559-67-5111　http://www.testarossa.jp/

平成の時代に活躍した直列6気筒ユニットといえば、日産はRB型、トヨタは2JZ
型が代表格。RB型スワップに際し、2JZ型に負けない排気量が欲しいと考えた
オーナーが目をつけたのが、輸出仕様に存在したSOHCのRB30型だ。これに
RB26型のヘッドを組み合わせた3ℓ直列6気筒DOHC24バルブのエンジンを
搭載するレフティーZが出現！ そのパワーと完成度がすさまじい！

L型のDNAが流れるRB30型DOHC
NAチューンで独走するレフティーZ！
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チ
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ら
れ
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Ｚ
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２
台
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迎
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Ｓ
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３
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Ｚ
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ョ
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ョ
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。
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っ
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Ｓ
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。
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チ
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、
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近
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テ
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れ
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。
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績
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Ｒ
Ｂ
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Ｒ
Ｂ
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Ｎ
Ａ
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。
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岡
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サ
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だ
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Ｂ
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台
も
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て
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た

実
績
も
あ
り
、
信
頼
の
厚
い
シ
ョ
ッ
プ
だ
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❶純正の色番号が分からなかったため、似てい
る近い色のオレンジをベースに、7タイプのパー
ルをミックスした独自のボディカラーで塗り直し
ている。光の当たり具合で、パールの輝きが美
しく浮かび上がったりする。

ボンネットの先端に
輝くエンブレムは、
国内仕様の「Z」で
はなく、輸出仕様の

「DATSUN」エンブ
レムとなる。この違
いが、ちょっとした自
尊心をくすぐる。❷フロントフェンダーに装着されるエンブレムも「Fairlady Z」ではなく「DATSUN」が標準となる。❸ウインカー部分が赤になるテー

ルレンズ、ボディサイドで点灯するマーカーといったあたりもUS仕様ならではの装備だ。❹ホイールはR32/R33GT-Rへの装着を前
提に作られたレイズのグラムライツ57CRで、サイズは前後とも17×9J。ツヤ消しブラックのフィニッシュも精かんさを高める。タイヤは
ヨコハマ ネオバAD08Rで、フロントが225/45、リアが255/40の組み合わせとなる。

①

②③

④

SPECIFICATIONS

■エクステリア：調色済みオレンジオールペイント（7色パール
入り）、北米日産オプションインスペクションリッド、US製フロン
トスポイラー、フロントバンパークリアレンズ、フロントサイド
マーカークリアレンズ
■シャシー：ボンデ板（1.2㎜厚）フレーム延長加工、クスコ製左
ハンドル用特注6点式ロールケージ加工（サイドバー付き、エン
ジンルーム＆リア製作）、自作リアタワーバー
■エンジン：RB30型ブロック＋RB26型ヘッド（ボアφ87㎜×
ストローク85㎜、3030cc、圧縮比11.0：1）、東名パワード製
280度カム（リフト10.8㎜）／バルブスプリング、燃焼室加工、
JEピストン製φ87㎜ピストン、HPI製オイルポンプ、S30用RB
型アルミオイルパン、エンジンマウントリブ加工
■吸排気系：RB26型インテークマニホールド、テスタロッサ製
ワンオフインマニアルミブラケット、ジェンビー製φ52㎜スロッ
トルボディ、S14シルビア用スロットルセンサー、ワンオフφ50
㎜等長手曲げタコ足（6-2）、φ60㎜デュアルセンターパイプ＋
φ80㎜パイプマフラー
■冷却系：ワンオフアルミ3層ラジエーター、汎用オイルクー
ラー
■燃料系：370㏄インジェクター×6、ジェンビー製フューエル
デリバリーパイプ、サード製燃圧レギュレーター
■制御系：リンク製G4エクストリーム
■駆動系：S15シルビア用ニスモ6速ミッション、RB型エンジ
ン用ミッションハウジング加工、ワンオフミッションマウント（リ
ブ加工入り）、オグラ製シングルクラッチ／フライホイール、ワ
ンオフプロペラシャフト加工、ニスモ製R200LSD（ファイナル
3.9）、エスコート製デフブラケット／デフケース、DR30用等速
ドライブシャフト
■ステアリング系：軽自動車用電動パワーステアリング
■サスペンション：（F）エンドレス製ファンクション車高調、Z31
用5Hハブ、クスコ製スタビライザー （R）エンドレス製ファンク
ション車高調、エスコート製5Hコンパニオンフランジ、S31用
リアスタビライザー（ブラケットワンオフ製作）
■ブレーキ：S14シルビア用マスターバック／マスターシリン
ダー、R33GT-R用ブレンボキャリパー、アペックス製スリット入
りローター、リアサイドブレーキ用キャリパー（アメリカ製）
■インテリア：モモ製バックスキンステアリング、ワークスベル
製ラフィックスⅡ、スターロード製ショートボス、㎞/h表示スピー
ドメーター（機械式→電気式加工）、スミス製タコメーター、リ
ンク製エクストリーム連動タブレット、レカロ製プロレーサー
SMS2700×2、タカタ製4点式レーシングハーネス
■タイヤ：ヨコハマ アドバン ネオバ AD08R

（F）225/45R17 （R）255/40R17
■ホイール：レイズ グラムライツ57CR  17×9J

72年式 ダットサン240Z（HLS30）

禁断のエンジンスワップ
超ハイパー仕様から快適仕様まで変幻自在！
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PL510 + K24A

TEXT ： HIDEO KOBAYASHI/小林秀雄
PHOTO ： AKIO HIRANO/平野 陽

CORPORATION ： S&A Auto Create/エス・アンド・エー・オートクリエイト
TEL0463-23-8191　http://www.sandaautocreate.com

これまで510型ブルーバードのエ
ンジンスワップで、数々の実績をあ
げている「S&Aオートクリエイト」。
新たに仕かけたのは、海外でもまだ
実績が報告されていないホンダの
K24A型エンジン換装術。2.4ℓの
排気量がもたらすトルクの余裕は、
旧車の直列4気筒エンジンスワップ
に、新たな可能性を生み出す大きな
モチベーションとなるはずだ。

職人集団S&Aが実現した
世界初の510ブル＋Kスワップ！

禁断のエンジンスワップ
超ハイパー仕様から快適仕様まで変幻自在！
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海外でのブームもあって、高騰しつづけている国産旧車。
それゆえに、「購入で失敗したくない」と考えるのは至極当然のこと。
特に、チューンドとなれば選択の難易度が高くなることは間違いない。
そこで本誌取材班が全国の旧車ショップに出向き、
販売車両のチューンドカーを調査する企画がスタート！　
第1回は2019年5月にオープンしたばかりの「Nostalgic Garage」。
特選車2台をじっくりと見せてもらった！

TEXT : SHINICHI YAMAZAKI/山﨑真一
PHOTO : RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/清水良太郎（フォックス ブックス）

Nostalgic Garage
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34

マフラーは往年のレーシングカーをほうふつ
させるサイド出し。残念ながら、このセリカは
本誌発売前に売約済みとなった。

トランクルーム内にはバッテリーを移設。ア
ルミ製のボックスに収められている。右に見
えるのはデフクーラーのオイルタンクだ！
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1
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呼
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れ
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１
９
７
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１
６
０
０
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Ａ
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タ
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。

　
旧
車
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
た
め
に
製
作
さ

れ
た
マ
シ
ン
で
、
名
機
２
Ｔ
‐
Ｇ
型
は
亀
有

製
の
鍛
造
ピ
ス
ト
ン
、
フ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
ク

ラ
ン
ク
、
イ
ー
グ
ル
製
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Ｈ
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面
コ
ン
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ッ
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わ
せ
て
２
ℓ
に
排
気
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ア
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プ
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シ
リ
ン
ダ
ー
ヘ
ッ
ド
の
面
研
、
ポ
ー
ト
加
工
、

バ
ル
ブ
研
磨
、
シ
ー
ト
カ
ッ
ト
、
擦
り
合
わ

せ
な
ど
の
フ
ル
加
工
に
よ
り
、
燃
焼
室
と
バ

ル
ブ
周
辺
の
高
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
亀
有
製
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
を
組
み

込
み
、
バ
ル
ブ
周
辺
も
強
化
す
る
こ
と
で
高

回
転
化
、
高
リ
フ
ト
化
に
対
応
。
キ
ャ
ブ
レ

タ
ー
は
ス
ラ
イ
ド
式
バ
ル
ブ
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Ｍ
Ｓ
Ｒ
の
φ
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セ
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ト
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マ
フ
ラ
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も
ワ
ン
オ
フ
製

作
の
サ
イ
ド
出
し
で
見
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も
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ウ
ン
ド
も

気
合
い
が
入
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て
い
る
。

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
と
も
な
っ
て
増
え
る
放

熱
量
に
対
し
、
ア
ル
ミ
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
、
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
ク
ー
ラ
ー
、デ
フ
オ
イ
ル
ク
ー

ラ
ー
を
装
着
す
る
こ
と
で
解
決
し
て
い
る
。

　
外
観
は
人
気
の
ク
リ
ア
タ
イ
プ
レ
ー
シ

ン
グ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
フ
ロ
ン
ト
チ
ン
ス
ポ
イ

ラ
ー
、
純
正
タ
イ
プ
の
ダ
ッ
ク
テ
ー
ル
形
状

の
リ
ア
ス
ポ
イ
ラ
ー
と
い
う
当
時
大
流
行
し

た
ス
タ
イ
ル
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。
グ
ッ
と

落
と
し
た
車
高
に
、
前
後
オ
ー
バ
ー
フ
ェ
ン

ダ
ー
に
よ
る
四
隅
に
踏
ん
張
っ
た
よ
う
な
い

で
立
ち
は
迫
力
満
点
だ
。

　
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
に
合
わ
せ
て
Ｏ
Ｓ
技
研
の

ス
ー
パ
ー
シ
ン
グ
ル
ク
ラ
ッ
チ
／
Ｌ
Ｓ
Ｄ
で

駆
動
系
を
強
化
。
足
ま
わ
り
は
ブ
リ
ッ
ツ
製

の
Ａ
Ｅ
86
用
車
高
調
を
流
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
Ａ
Ｅ
86
用
リ
ア
ホ
ー
シ
ン
グ
を
移
植
し
、

調
整
式
ア
ー
ム
に
ラ
テ
ラ
ル
ロ
ッ
ド
、
コ
ン

も

12エンジンは製作後わずか5000㎞という２T-G型の最強仕様と
なる2ℓ。亀有製のパーツを多用し、カムギアトレイン化されるなどかな
りハイチューンだ。セルモーターやオルタネーターも交換され、トラブル
の心配も少ない。ヘッドカバーは赤のラメ塗装だが、粒子が細かいの
で嫌味がない。キャブはハーレーなどに使われるMSR製。デリバリー
パイプは各気筒に配置され、最適な燃料コントロールを行う。エキ
ゾーストマニホールドは亀有製のドラッグSSだ。

3ブリッド製シートは、運転席がホールド製の
高いバケットで、助手席がリクライニング式。 
4ダッシュボードには割れがなく、程度は
上々。センターコンソール上には亀有製のサ
ブメーターをレイアウト。右から水温、油圧、油
温計。ただし、サイドウインドーのゴムの交換と
ダッシュ下の配線はまとめたいところ。

製作後わずか5000㎞の2T-G型改2ℓ
即サーキット走行可能なハード仕様
SPECIFICATIONS

ボエクステリア フロントスポイラー、レーシングジャケット、前後オーバーフェンダー、トヨ
タ純正タイプリアスポイラー、ナポレオンバッカ製サイドミラー

エンジン

2T-G型改2.0ℓ仕様、φ89㎜鍛造ピストン、イーグル製H断面コンロッ
ド、亀有製φ79㎜フルカウンタークランクシャフト、製作後5000㎞、シ
リンダーブロックボーリング、ブロック上面研磨、亀有製親子メタル合
わせ、シリンダーヘッド面研、ポート加工、バルブ研磨、シートカット、各
部すり合わせ、TRD製カムシャフトIN304°/EX288°、亀有製大容量
オイルポンプインナーKIT／ギアトレインKIT（1次側）/アイドラギア（2
次側）/アイドラテンショナー/カムスプロケットギア/レース用バルブガ
イド/クロモリ軽量リテーナー/強化エンジンマウント、オイルキャッチタ
ンク、ブラックオルタネーター製ICハーネス、リダクションセルモーター

吸排気系 ミクニ製MSRφ45㎜キャブレター、亀有製ドラッグ等長エキゾーストマ
ニホールド、ワンオフサイド出しマフラー

点火系 Pertronix製イグナイターフルトラKIT、BOSCH製イグニッションコイ
ル、永井電子機器製ウルトラプラグコード

冷却系 アルミラジエーター、電動ファン、リザーバータンク、エンジンオイルクー
ラー、デフオイルクーラー、亀有製サーモスタート

駆動系 OS技研製スーパーシングルクラッチ/機械式LSD、亀有製ミッション
マウント

燃料系 電磁式大容量燃料ポンプ、フューエルレギュレーター

サスペンション
ブリッツAE86用改車高調、ナギサオート製調整式フロントAアーム、
ロールセンターアダプター、AE86用リアホーシング、リアスタビライ
ザー、調整式ラテラルロッド、調整式コントロールアーム

ブレーキ
（F）ウィルウッド製4ポットキャリパーKIT （R）φ258㎜リアディスク
ローター、ステンメッシュブレーキホース、ハコスカ用マスターバック/マ
スターシリンダー

タイヤ ブリヂストンPOTENZA RE-71R 185/60R14

ホイール RSワタナベ（F）14×9.5J （R）14×11J

インテリア
ブリッド製LOW MAX VIOSⅢ（運転席）／リクライニングシート（助手
席）、永井電子機器製タコメーター、亀有製水温計/油温計/油圧
計、PLX製空燃比計、バッテリートランク移設（BOX設置）

純正タイプのダックテールもダルマセリカのアイデ
ンティティー。初期モデルのあかしであるウインカー
内蔵の1テールがリアビューをスッキリ見せる。

前後オーバーフェンダー
と外に張り出した太目の
タイヤ＆ホイールがスタ
イルを精かんに見せる。
ボディサイドを走るGTス
トライプがシブい！

1

2

車両評価チャート

ボディ ★★★★

エンジン＆駆動系 ★★★

足まわり＆ブレーキ ★★★★

内装 ★★★

総合 ★★★

車名 セリカ1600GT（TA22
）

色 ホワイト

年式 1973年式

車検 なし

ト
ロ
ー
ル
ア
ー
ム
な
ど
を
装
着
。
ブ
レ
ー
キ

は
フ
ロ
ン
ト
が
ウ
ィ
ル
ウ
ッ
ド
の
4
ポ
ッ
ト

キ
ャ
リ
パ
ー
キ
ッ
ト
、
リ
ア
は
φ
２
５
８
㎜

の
デ
ィ
ス
ク
キ
ッ
ト
で
強
化
す
る
な
ど
、サ
ー

キ
ッ
ト
で
タ
イ
ム
を
刻
む
た
め
の
ア
イ
テ
ム

が
ふ
ん
だ
ん
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　
内
装
は
左
右
に
ブ
リ
ッ
ド
製
ス
ポ
ー
ツ

シ
ー
ト
に
交
換
。
チ
ュ
ー
ン
ド
エ
ン
ジ
ン
の

状
態
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
ウ
ル
ト

ラ
製
タ
コ
メ
ー
タ
ー
、
亀
有
製
の
水
温
計
／

油
圧
計
／
油
温
計
、
Ｐ
Ｌ
Ｘ
製
の
空
燃
比
計

な
ど
サ
ブ
メ
ー
タ
ー
を
セ
ッ
ト
。
全
身
隙
な

く
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
だ
け
し
っ
か
り
と
作
り
込
ま
れ
た
１

台
だ
が
、
本
格
的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
を
１

度
も
す
る
こ
と
な
く
、
手
放
す
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
だ
。
万
人
受
け
と
は
い
か
な
い
が
、

ス
ポ
ー
ツ
走
行
を
楽
し
み
た
い
人
に
は
う
っ

て
つ
け
の
１
台
。
市
場
で
の
評
価
が
高
ま
っ

て
い
る
初
代
セ
リ
カ
。
そ
の
走
り
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
だ
。

073 072
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TEXT ： HIDEO KOBAYASHI/小林秀雄

PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/藤井元輔（サルーテ）

COOPERATION ： STAR ROAD/スターロード

TEL03-5668-5675　http://www.starroad.co.jp

一度失敗してくじけそうになった夢のZライフ。そ

れでもあきらめきれなかったオーナーが門を叩いた

のが、東京都江戸川区にある旧車専門店の「スター

ロード」だった。フルレストア、フルオーバーホール

が施されたS30Zは好調そのもの！　途中チューニ

ングによる仕様変更も楽しみながら、走行距離は10

万㎞を超えた。だがいまだにトラブルとは無縁。つい

にはガレージ付きの自宅も手に入れたオーナーがか

なえた、ハッピーストーリーをお送りしよう。

スターロー
ドで購入し

フルレスト
ア

そこから仕
様変更を繰

り返したS
30Z

こだわりの
チューニン

グからメン
テナンス、

ガレージま
で

10年10万㎞を
SPECIFI

CATION
S

■エクス
テリア：ボディフルレストア、スターロード製カーボンオー

バーフェンダー／カーボンドアミラー／バンパーレスキット　(グリ

ル・サイドカバー・フロントスポイラー)

■エンジン
：L28型フルオーバーホール

■吸排気系：ソレックス44PHH、スターロード製φ48㎜等長タコ足

／ローダウンマフラー

■冷却系：
スターロード製大容量3層オールアルミラジエーター、冷

却ファン

■燃料系：
ニスモ製燃料ポンプ、燃圧レギュレーター

■電気系：
スターロード製ブラックオルタネーター

■サスペ
ンション：

スターロード製フルタップ車高調キット（30段調

整式）

■ブレー
キ：（F）R32タイプMキャリパー＋ベンレーテッドディスク 

（R）スターロード製ディスクキット、大容量マスターバック＆マス

ターシリンダーキット

■タイヤ：
ブリヂストン・ポテンザRE01 （F）195/55R15 （R） 

225/50R15

■ホイー
ル：GLOWSTARブラックカットグレークリアディスク×ブ

ラックアルマイトリム （F）15×8.5J（Aディスク） -34  （R）15×

10J（Oディスク） -28　

■インテリ
ア：ダッツンコンペステアリング、レカロ製SR7×2脚、亀

有製燃圧計、ドア内張り張り替え

75年式 フェアレディZ（S30）

走
破
!
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今
か
ら
12
年
前
に
東
京
都
江
戸
川
区
の
旧

車
専
門
店「
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
」で
１
９
７
５

年
式
の
Ｓ
30
フ
ェ
ア
レ
デ
ィ
Ｚ
を
購
入
し
た

大
久
保
貴
志
さ
ん
。
総
走
行
距
離
は
10
万
㎞

以
上
を
重
ね
、
今
な
お
絶
好
調
な
旧
車
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
て
い
る
。

　
20
代
の
頃
は
も
っ
ぱ
ら
バ
イ
ク
で
峠
を
攻

め
て
い
た
と
い
う
大
久
保
さ
ん
。
目
を
三
角

に
し
て
膝
を
擦
る
の
に
夢
中
に
な
り
す
ぎ
て
、

あ
ま
り
ク
ル
マ
に
は
興
味
が
な
か
っ
た
そ
う

だ
。
だ
が
、
あ
る
日
突
然
、
運
命
の
出
合
い

を
迎
え
る
。

「
22
、
23
歳
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
た
ま
た
ま
街
中
で
Ｓ
30
Ｚ
を
見
か
け
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
た
た
ず
ま
い
の
か
っ
こ
よ

さ
に
、
す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
て
。
当
時
ま
だ
普
通
免
許
は
持
っ
て
な

か
っ
た
の
で
、Ｚ
に
乗
り
た
い
！ 

と
い
う
一

心
で
免
許
を
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
バ
イ
ク

を
降
り
る
決
心
が
つ
く
く
ら
い
、
Ｚ
の
こ
と

が
好
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す（
笑
）」

　
念
願
叶
っ
て
大
久
保
さ
ん
が
１
台
目
の
Ｓ

30
Ｚ（
31
ペ
ー
ジ
掲
載
の
黒
の
個
体
）を
購

入
し
た
の
が
２
０
０
０
年
の
こ
と
。
最
初
は

舞
い
上
が
る
よ
う
な
喜
び
を
噛
み
締
め
ハ
ン

ド
ル
を
握
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
そ
れ
か
ら

８
年
に
及
ん
だ
最
初
の
Ｚ
ラ
イ
フ
は
、
困
難

の
連
続
だ
っ
た
そ
う
だ
。

「
そ
の
時
の
Ｚ
は
購
入
費
用
は
安
く
済
ん
だ

ん
で
す
け
ど
、
買
っ
た
後
の
修
繕
費
や
維
持

費
が
半
端
な
く
掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

ま
っ
す
ぐ
走
ら
な
い
は
、
雨
漏
り
は
す
る
は

で
、
本
当
に
次
か
ら
次
へ
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
て
。
修
理
す
る
に
も
部
品
を
確
保
す
る
の

が
大
変
だ
っ
た
り
、
あ
っ
て
も
パ
ー
ツ
代
が

高
か
っ
た
り
と
大
変
な
こ
と
も
多
く
て
。
今

に
し
て
思
え
ば
当
初
の
考
え
が
甘
か
っ
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
ん
で
す
け
ど
、
当
時
は
心

が
折
れ
か
か
っ
て
ま
し
た
」

　
そ
ん
な
形
で
最
初
の
Ｚ
と
の
出
合
い
は
ビ

タ
ー
ス
ウ
ィ
ー
ト
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
大
久
保
さ
ん
。
そ
れ
で
も
一
度
始
め
た
Ｓ

30
Ｚ
と
の
旧
車
ラ
イ
フ
を
終
わ
ら
せ
る
つ
も

り
は
な
く
、
代
替
え
が
で
き
そ
う
な
ク
ル
マ

を
探
し
始
め
た
。
そ
の
時
に
、
た
ま
た
ま
雑

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
目
に
留
ま
っ
た
の

が
、
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
の
販
売
車
両
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
今
乗
っ
て
い
る
Ｚ
が
そ
れ
な
ん
で
す
け
ど
、

雑
誌
で
見
た
だ
け
で
も
す
ご
く
キ
レ
イ
で
、

し
っ
か
り
作
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ

に
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
私
も
ス
タ
ー

ロ
ー
ド
と
同
じ
江
戸
川
区
に
住
ん
で
い
た
の

で
、距
離
的
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

ま
ず
は
思
い
切
っ
て
電
話
し
て
み
た
ん
で
す
。

そ
の
時
に
代
表
の
井
上
さ
ん
と
初
め
て
話
し

た
ん
で
す
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
事
情
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
実
際
お
店
で
ク
ル
マ

を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
の
車
両
販
売
と
い
え
ば

「
復
活
製
作
販
売
」と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、

事
前
に
レ
ス
ト
ア
や
あ
る
程
度
の
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
が
施
さ
れ
た
コ
ン
プ
リ
ー
ト
状
態
で
売

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
大
久
保
さ
ん
が

ひ
と
目
ぼ
れ
し
た
Ｓ
30
Ｚ
は
、
ボ
デ
ィ
を
フ

ル
レ
ス
ト
ア
し
た
う
え
で
、
ス
タ
ー
ロ
ー
ド

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
レ
ッ
ド
パ
ー
ル
で
ペ
イ
ン
ト

さ
れ
た
一
台
。
フ
ル
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
さ
れ

た
Ｌ
28
型
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
お
り
、
お

な
じ
み
の
ク
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト
も
最
初
か
ら
装

備
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

「
実
際
に
ク
ル
マ
を
見
る
と
、
下
ま
わ
り
や

エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
細
か
い
部
分
ま
で
し
っ

か
り
と
手
が
入
っ
て
い
て
、
コ
レ
だ
！ 

と
思

い
ま
し
た
。
井
上
さ
ん
も
第
一
印
象
こ
そ
ヤ

ン
チ
ャ
そ
う
な
オ
ジ
さ
ん
だ
な
〜
と
思
い
ま

し
た
け
ど
、
話
し
て
み
る
と
す
ご
く
情
に
厚

い
人
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
ね（
笑
）。
実

際
、
長
い
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
け
ど
、
本
当
に
面
倒
見
の
い
い
方
な

街で見かけ
たZにほれ

て始まった

紆余曲折の
旧車ストー

リー

❶グリル、フロントスポイラー、サイドカバーをセットにしたスターロードのバンパーレスキットを装着。❷フェンダーミラーから

スターロードオリジナルのカーボンドアミラーへと変更。ミラーの角度調整が可能なモダン仕様となっている。

ボディカラーもスターロードでオリジナル調色を行ったレッドパールを採用。旧車でありながら、現代のクルマのようなフレッ

シュな外観を見せつける。

スターロードのカーボ

ンオーバーフェンダー

と、オリジナルホイー

ルのGLOWSTAR

を装着。サイズはフ

ロントが15×8.5J 

- 3 4 、リアが 1 5×

10.0J -28。
①

②
SPECIAL OWNERS STORY

10年10万㎞を走破したS30Z
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オーナーカーの
チューンドが主役
人気の高い 70 年代を中心に、60 年〜 90 年
代のクルマまで幅広い車種が対象で、オーナー
がこだわって仕上げたクルマのチューニングやカ
スタムの情報を紹介します。当時からのチュー
ニング方法をはじめ、現代的なインジェクション
化や電動パワステ化、ドライカーボン製の外装
パーツ、さらにエンジンスワップによるモダナイズ
チューンドなどにもスポットを当てることで、新し
い旧車スタイルのトレンドを発信します。

チューニングパーツから
オイル、ケミカル、工具などのお役立ち情報

1
TEXT : SHINICHI YAMAZAKI

PHOTO : RYOTA-RAW SHIMIZU

Parts Selection

RAYS VOLK RACING
TE37VSL 
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レ
イ
ズ
の
顔
と
い
え
る
軽
量
鍛
造
ホ
イ
ー

ル
の
Ｔ
Ｅ
37
を
ベ
ー
ス
に
、
ス
テ
ッ
プ
リ
ム

に
よ
る
堀
の
深
い
デ
ザ
イ
ン
を
組
み
合
わ
せ

た
Ｔ
Ｅ
37
Ｖ
。
２
０
１
１
年
の
市
場
投
入
か

ら
着
実
に
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
今
や
旧
車
ホ

イ
ー
ル
の
先
達
と
肩
を
並
べ
る
存
在
に
ま

で
成
長
。
特
に
サ
ー
キ
ッ
ト
走
行
を
楽
し
む

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
指
名
買
い
が
多
い
。

　
旧
車
の
ス
ポ
ー
ツ
ホ
イ
ー
ル
と
し
て
新
し

い
ジ
ャ
ン
ル
を
確
立
し
た
Ｔ
Ｅ
37
Ｖ
シ
リ
ー

ズ
で
高
い
人
気
を
得
て
い
る
の
が
、
限
定
品

と
し
て
登
場
す
る
V
Ｓ
Ｌ（
ス
ー
パ
ー
ラ
ッ

プ
）。
軽
量
化
と
S
L
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
が

施
さ
れ
た
こ
の
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル

は
、
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
は
発
売
即
完
売
。
手

に
入
れ
る
に
は
迷
い
が
許
さ
れ
な
い
。

　
専
用
色
の
プ
レ
ス
ド
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
、
高

性
能
を
象
徴
す
る
ス
ポ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
Ｓ
Ｌ
の
魅
力
は
数
多
く
あ
れ
ど
、
フ
ァ
ン

が
注
視
す
る
の
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ラ
イ
ン
に

は
設
定
が
な
い
専
用
サ
イ
ズ
だ
ろ
う
。

「
カ
タ
ロ
グ
モ
デ
ル
と
す
る
に
は
数
が
読
め

な
い
の
で
す
が
、
ト
レ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
に
一
定
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
す
る
サ
イ

ズ
が
あ
り
ま
す
。
限
定
品
は
そ
う
し
た
声
に

こ
た
え
る
こ
と
、
市
場
の
ト
レ
ン
ド
を
把
握

す
る
た
め
に
も
必
要
な
の
で
す
」と
レ
イ
ズ
・

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
加
藤

照
幸
さ
ん
。
開
発
ト
ッ
プ
が
ユ
ー
ザ
ー
の
声

に
耳
を
傾
け
る
そ
の
姿
勢
が
、
Ｔ
Ｅ
37
Ｖ
を

育
て
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
新
投
入
さ
れ
る「
２
０
２
１
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

Ｅ
Ｄ
」
は
、
平
た
く
い
え
ば
昨
年
発
売
さ
れ

た「
１
９
２
０
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｄ
」
の
17
、

18
イ
ン
チ
版
。
限
定
の
あ
か
し
で
あ
る
マ
シ

ニ
ン
グ
加
工
の
Ｒ
Ａ
Ｙ
Ｓ
ロ
ゴ
と
蛍
光
イ
エ

ロ
ー
の
専
用
ス
テ
ッ
カ
ー
も
継
続
さ
れ
る
。

　
15
、
16
イ
ン
チ
の
み
の「
１
９
２
０
」は
60

〜
70
年
代
の
ビ
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
カ
ー
や
80
年

代
の
軽
量
ス
ポ
ー
ツ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

脱・定番のモディファイ派に贈る逸品
レギュラー以外の限定サイズにも注目！

最先端技術を駆使し、常に進化し続ける旧車向け高性能ホイールの代名詞「TE37V」。
この唯一無二といえる鍛造モデルに毎年登場する期間限定仕様は常に注目が集まる。

新作の「TE37VSL 2021 LIMITED」は17、18インチ中心の設定。モディファイ派は必見！
TEXT ： SHINICHI YAMAZAKI／山崎真一

PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）／清水良太郎（フォックス ブックス）

RAYS
VOLK RACING

TE37VSL 2021LIMITED

17インチのTE37VSL 2021LIMITEDを装
着したS30Zは、SPEED FORMEのフルエ
アロを装着したデモカー。スポーツテイストを
生かしたこだわりの次世代スタイルだ。詳しく
はHPをチェック。http://speedforme.jp/

今回はスピードフォルムのデモカーであるS30 
Zにセット。オリジナルのオーバーフェンダーを
組むことで、ローオフオフサイズに対応。

ステップリムを採用すること
で、深さを最大限にアピー
ル。SL専用のプレスドグラ
ファイトカラーが高性能と
精かんさを際立たせる。

フロントは17×9.5J -15に215/45R17、リアは17×10.5J 
-25に235/45R17の組み合わせ。リムとセンターパートはダイヤ
モンドカットが施され、ブラッククリア仕上げ。鈍い輝きが専用カ
ラーとマッチ。当該サイズはリムからスポークが立ち上がり、中央
に向かって落ち込むコンケイブデザインもTE37Vの魅力だ。

●1

●2
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　「
Ｐ
Ｄ
Ｍ
」
と
は
パ
ワ
ー
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
ー
シ
ョ
ン
モ
ジ
ュ
ー
ル（
電
源
分
配
装
置
）

の
略
。
エ
ン
ジ
ン
の
制
御
シ
ス
テ
ム
同
様
に
、

も
と
も
と
レ
ー
シ
ン
グ
マ
シ
ン
や
チ
ュ
ー
ニ

ン
グ
カ
ー
に
向
け
て
開
発
さ
れ
た
電
子
パ
ー

ツ
だ
。
配
線
や
電
源
供
給
シ
ス
テ
ム
に
お
い

て
も
、
簡
素
化
や
一
元
化
に
よ
っ
て
ト
ラ
ブ

ル
の
発
生
を
事
前
に
防
ぐ
こ
と
は
、
上
級
ク

ラ
ス
の
レ
ー
ス
や
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ン
で

は
必
須
。
そ
の
た
め
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
と
て

も
重
宝
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
そ
ん
な
Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
、
レ
ー
ス
界
以
上
に
旧

車
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。
需
要
は
も
ち

ろ
ん
配
線
関
係
の
レ
ス
ト
ア
で
、
老
朽
化
に

よ
る
電
気
系
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
旧
車
は
、

Ｐ
Ｄ
Ｍ
が
思
い
の
ほ
か
活
躍
し
て
く
れ
る
。

旧
車
に
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
劣

化
し
て
正
常
な
電
流
を
流
せ
な
か
っ
た
り
、

シ
ョ
ー
ト
す
る
よ
う
な
危
険
な
状
態
に
あ
る

配
線
や
く
た
び
れ
き
っ
た
リ
レ
ー
や
ヒ
ュ
ー

ズ
を
確
実
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
。

車
齢
40
年
超
え
も
決
し
て
珍
し
く
な
い
旧
車

で
は
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
て
も
当
然
だ

が
、
新
品
ハ
ー
ネ
ス
に
交
換
し
よ
う
に
も
、

入
手
が
困
難
な
こ
と
が
多
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
、

従
来
の
リ
レ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ズ
を
廃
し
て
一
元

化
で
き
る
機
能
は
、
純
正
ハ
ー
ネ
ス
が
今
後

一
段
と
手
に
入
り
に
く
く
な
る
こ
と
を
考
え

て
も
、旧
車
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
だ
。

　
も
ち
ろ
ん
、
リ
レ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ズ
を
Ｐ
Ｄ

Ｍ
に
集
約
で
き
れ
ば
、
そ
の
分
、
配
線
を
効

率
化
で
き
、
電
気
的
な
ロ
ス
も
減
る
。
例
え

ば
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
使
っ
て
ハ
ー
ネ
ス
を
引
き
直

せ
ば
、
今
後
は
電
装
品
を
付
け
る
場
合
も
、

配
線
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
で
き
る
。
電

力
消
費
が
大
き
く
て
も
、
バ
ッ
テ
リ
ー
直
の

ケ
ー
ブ
ル
は
不
要
で
、
純
正
ハ
ー
ネ
ス
よ
り

も
ず
っ
と
安
定
し
た
電
源
供
給
が
可
能
だ
。

　
さ
ら
に
、セ
ル
モ
ー
タ
ー
の
電
源
回
路
は
、

年
式
の
古
い
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
時
代
の
旧
車
で

は
、
始
動
電
流
を
、
バ
ッ
テ
リ
ー
か
ら
キ
ー

シ
リ
ン
ダ
ー
を
経
由
し
て
セ
ル
モ
ー
タ
ー
に

流
し
て
い
る
ク
ル
マ
が
多
く
、
非
効
率
で
、

電
流
も
不
安
定
に
な
り
が
ち
。
キ
ー
シ
リ
ン

ダ
ー
に
ガ
タ
が
出
て
い
る
車
両
で
は
、
接
点

不
良
に
よ
っ
て
キ
ー
を
回
し
て
も
エ
ン
ジ
ン

の
始
動
が
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
が
よ
く

起
こ
る
。
そ
ん
な
症
状
も
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
で
電
源

を
一
つ
に
ま
と
め
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
ス
タ
ー

ト
時
の
キ
ー
シ
リ
ン
ダ
ー
の
役
割
は
ス
イ
ッ

チ
信
号
を
送
る
こ
と
の
み
。
キ
ー
を
ス
タ
ー

ト
位
置
ま
で
回
し
さ
え
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｄ
Ｍ
か

ら
エ
ン
ジ
ン
始
動
に
必
要
な
電
力
が
セ
ル
モ

ー
タ
ー
に
確
実
に
届
け
ら
れ
る
の
だ
。

　
ま
た
、
リ
レ
ー
や
ヒ
ュ
ー
ズ
の
機
能
を
デ

ジ
タ
ル
制
御
で
行
う
Ｐ
Ｄ
Ｍ
は
、
パ
ソ
コ
ン

で
、
電
装
品
の
作
動
シ
ス
テ
ム
を
自
由
に
構

築
で
き
る
点
も
魅
力
だ
。
リ
レ
ー
機
能
で
は

送
る
電
流
や
作
動
時
間
が
自
由
に
調
整
で

き
、
ウ
イ
ン
カ
ー
や
ラ
イ
ト
、
ワ
イ
パ
ー
の

作
動
と
い
っ
た
こ
と
ま
で
自
在
に
行
え
る
。

一
方
、
ヒ
ュ
ー
ズ
は
ア
ン
ペ
ア
数
の
設
定
だ

け
で
な
く
、
通
電
を
復
活
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

の
指
定
も
可
能
だ
。
さ
ら
に
、
オ
プ
シ
ョ
ン

で
用
意
さ
れ
た
専
用
の
ス
イ
ッ
チ
モ
ジ
ュ

ー
ル「
キ
ー
パ
ッ
ト
」を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、

な
ん
と
ス
イ
ッ
チ
ま
で
一
元
化
。
配
線
の
取

り
回
し
を
一
段
と
シ
ン
プ
ル
に
で
き
る
し
、

ス
イ
ッ
チ
の
多
く
に
不
安
を
抱
え
る
旧
車
ユ

ー
ザ
ー
も
こ
れ
で
一
発
解
消
だ
。

　
電
源
供
給
を
こ
こ
ま
で
近
代
化
で
き
る
と

な
る
と
、
ハ
ー
ネ
ス
自
体
の
性
能
に
も
こ
だ

わ
り
た
い
と
こ
ろ
。
モ
ー
テ
ッ
ク
が
用
意
す

る「
ミ
ル
ス
ペ
ッ
ク
ワ
イ
ヤ
ー
」は
、
耐
熱
や

耐
老
化
性
に
お
い
て
、
米
軍
準
拠
の
性
能
を

ク
リ
ア
す
る
自
動
車
専
用
の
高
性
能
配
線
。

一
般
的
な
自
動
車
用
の
そ
れ
と
比
べ
、
定
格

電
流
値
が
大
き
く
、
そ
の
分
、
配
線
を
ス
リ

ム
化
で
き
る
。
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
使
っ
て
配
線
を
引

き
直
す
場
合
は
、
ぜ
ひ
ペ
ア
で
使
い
た
い
。

本体の中央にあるBATT端子がバッテリーとの接続場所。PDM
に接続された電気パーツの電源は、すべてPDMから供給される仕
組みになる。リレー機能もヒューズ機能もブレーカー機能も、この軽
量なマグネシウムボディのボックス一つがこなす。 電気の流れ、流
す量や流れる時間など、動作設定はPCで行う。ライトの減光や、ワ
イパー速度の変更といったことも自在。ブレーカー機能は、復帰する
タイミングも決定できる。なお、AVO モーテックジャパンでは初心者
でも気軽に導入できるよう、初期の入力サービスも行なっている。

PDM 15
電気部品と各スイッチをつなぐだけで配線が完
了。リレーやヒューズの取り付け、メンテナンス、
交換といった配線系の煩わしさから解放してくれ
る革新の配線ユニット。写真は15個の出力と
16のスイッチ入力が可能なベーシックタイプで、
30個の出力と16個のスイッチ入力が可能な
PDM30や、オートスポーツコネクターを採用する
本格的なレース用モデルもラインナップする。

ミルスペックワイヤー
ミルスペックワイヤー（下）は、厳格な米軍
準拠の性能規定をクリアする自動車専用
の高性能ハーネス。一般的な自動車用20
ゲージハーネス（上）の外径が1.9〜2.1㎜
なのに対し、同じ20ゲージならミルスペック
ワイヤーの太さは1.32㎜と極細。しかも、
最大で14Aまできっちり許容する。太さは
14〜24ゲージまでの6タイプで、カラーは
全10色が揃う。

1
TEX T : ISAO KATSUMORI

PHOTO : RYOTA-RAW SHIMIZU
COOPERATION : AVO/MoTeC JAPAN

Parts Selection

MoTeC
PDM 15

TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）
PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/清水良太郎（フォックス ブックス）

COOPERATION ： PROSHOP NAKAGAWA/プロショップ ナカガワ TEL079-272-3883  https://more-drive.jp/

リレーやヒューズの機能を集約し、電気配線の効率化やメンテナンス性の向上が図れるモーテックの「PDM」。
その機能は旧車にも最適で、劣化が進んだハーネス系のトラブルとも確実にサヨナラできる。

MoTeC
PDM 15

くたびれたリレーやヒューズを取り払い
信頼性の高いPDMで一元化！

1

2

組み合わせも可能！

接続は確実で信頼性の高いソケットピン方式
で、AMPのコネクターが使われる。PDM15のピ
ンロケーションは上2段が出力、下2段がスイッチ
のインプット。基本的にスイッチをつないで電源
線を引くだけで接続は完了する。

PDMで電源管理する機器のスイッ
チとして使うことができる「KEYPAD

（キーパッド）」は、配線をさらにシンプ
ルにするオプションパーツ。ボタン設
定、バックライトの明るさ、ステータスラ
イトのカラーなどは、本体の設定同様
にPDMマネージャーソフトウエアで行
う。わずか4本の配線で最大15個の
スイッチ機能を集約する。

PDM専用
スイッチモジュール

CAN出力が可能なPDMは、MoTeC
のカラーディスプレーと連携して、接
続機器のコンディションをディスプ
レーに表示させることも可能だ。接続
する各種パーツの状況を確認したり、
ロガー機能を使ってトラブルの原因を
探ったりもできる。もちろん、ディスプ
レーへの電源供給もPDMからとなる
ので、いたってスムーズ。

カラーディスプレーロガー
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旧
車
シ
ー
ン
で
最
近
カ
ー
ケ
ミ
カ
ル
が
熱

い
。
そ
れ
も
高
級
品
ほ
ど
人
気
が
あ
る
よ

で
、
人
気
の
火
付
け
役
は
海
外
か
ら
の
輸
入

品
だ
。
撥
水
効
果
が
超
長
期
に
わ
た
り
持
続

す
る
シ
ャ
ン
プ
ー
や
、
頑
固
な
ブ
レ
ー
キ
ダ

ス
ト
を
見
事
に
落
と
す
ホ
イ
ー
ル
ク
リ
ー
ナ

ー
な
ど
、
そ
の
威
力
は
、
量
販
店
で
売
ら
れ

て
い
る
も
の
と
は
明
ら
か
に
違
う
。
そ
の
昔
、

「
プ
ロ
仕
様
」な
ど
と
い
う
う
た
い
文
句
の
製

品
を
よ
く
目
に
し
た
が
、
そ
れ
を
い
う
な
ら

今
ど
き
の
高
級
ケ
ミ
カ
ル
は
、
そ
ん
な「
プ

ロ
仕
様
」の
も
っ
と
も
っ
と
上
を
い
く
。

　
バ
ラ
マ
ン
デ
ィ
デ
ザ
イ
ン
か
ら
発
売
さ
れ

て
い
る
カ
ー
ケ
ミ
カ
ル
も
、
一
般
に
流
通
し

て
い
る
も
の
と
は
ケ
タ
違
い
の
性
能
を
持

つ
。
パ
ワ
ー
の
差
を
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
で
例

え
る
な
ら
、
量
販
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で

売
っ
て
い
る
オ
イ
ル
と
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
扱

う
オ
イ
ル
ほ
ど
の
差
と
い
え
ば
分
か
り
や
す

い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
今
回
紹
介
す
る
新

商
品
の
金
属
研
磨
剤「
ブ
ラ
ス
ト
コ
ー
ト
」

は
、
そ
ん
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
仕
様
の
研
磨
剤

だ
。内
容
量
2
0
0
㏄
で
価
格
は
３
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
て
、
正
直
か
な
り
高
額
。
し

か
し
、
そ
の
価
値
は
十
分
に
あ
り
、
必
ず
元

は
取
れ
る
と
い
う
評
判
だ
。

　
機
能
的
に
は
、
金
属
研
磨
を
主
力
に
、
サ

ビ
除
去
、
サ
ビ
防
止
、
そ
し
て
対
象
物
に
光

沢
を
与
え
る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
効
果
も
発
揮

す
る
。
金
属
部
品
全
般
に
使
え
、
ク
ロ
ー
ム

メ
ッ
キ
製
品
や
、
バ
ン
パ
ー
、
モ
ー
ル
、
ホ

イ
ー
ル
、
マ
フ
ラ
ー
な
ど
の
サ
ビ
落
と
し
や

ツ
ヤ
出
し
に
特
に
有
効
だ
。

　
発
売
以
来
、
特
に
引
き
合
い
が
あ
る
の
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
車
の
旧
車
オ
ー
ナ
ー
で
、「
あ

き
ら
め
て
い
た
モ
ー
ル
の
鱗
サ
ビ
が
落
と
せ

た
」と
い
っ
た
歓
喜
の
声
が
続
々
寄
せ
ら
れ

て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
で
は
、
実
際
に
そ
の

威
力
を
、
ク
ル
マ
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ビ
や
汚

れ
で
試
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

金属表面のサビ落とし＋ポリッシュ仕上げ＋サビ防止＋
ツヤ出し＋光沢のあるコーティングが同時に可能！
旧車乗りが最も恐れるものは、地震でも火事でもなくサビ。今回紹介するの
は、バラマンディデザインの超強力な金属研磨剤だ。発売以来「あきらめて
いたサビが取れた！」という歓喜の声が！ さっそく実際に試してみた
TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）
PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/清水良太郎（フォックス ブックス）
COOPERATION ： BARRAMUNDI DESIGN/バラマンディデザイン
TEL0595-41-2711　http://barramundidesign.com/

BMD BLAST COAT
バラマンディデザイン ブラスト コート　価格：3000円（+税）

宮本典明代表
BARRAMUNDI DESIGN

「サビに手を焼く方の必ず
チカラになれると思います
わ」とバラマンディデザイン
をプロデュースするコモンス
ナッパーの宮本代表。強力
なサビ除去効果の映像を、
Instagramの「barramundi 
design」で確認することが
できるので確認してみよう。

BMD Product

BMD FOR Enthusiasts SERIES

TEL0595-41-2711
http://barramundidesign.com/

バラマンディデザイン
shop information

洗浄力や研磨力の強いケミカル
は、うれしい反面、愛車を傷めない
か少し気になる。現代のクルマに
比べ塗装が弱い旧車ともなれば
なおさらだ。全品メイドインジャパン
となるBMDのアイテムは、そうい
う面でも安心できる。ちなみに強
力なサビ落とし効果を持つブラス
コートの研磨剤は粗めのため、ポ
リッシュ面への使用には注意。

BMDのカーケミカルは全5 種類。
左から、驚異的な撥水効果を持つ
コート剤の「シュプリームコート」、汚
れを浮き上がらせて落とすホイール
専用の「ホイールクリーナー」、しっ
とりひかえめなグロス感が人気の
「タイヤグロス」、そして今回紹介し
た「ブラストコート』。価格はホイー
ルクリーナのみ2000 円（+ 税）、他
は3000円（+ 税）。

超強力で、しかも安心。BMDのケミカルは
全て信頼の日本製

マフラーに焼き付いた汚れ
オイルがタレたりして、熱で焼けて固着する。そんな、マフラーやエンジンルームに見られる強固な汚れに対する

効果はどうか。 どんな汚れでも使い方は同じ。ウエスにとって、後はゴシゴシ磨くだけ。 固着した油焼けも、驚く
ほどよく落ちる。スチール、ステンレス、チタンにも使える。キャブやタービンもこれで磨けばピカピカになりそう。

ステアリングの
スポーク

ヘッドライトのベゼルテールレンズのまわり

メッキバンパーのサビ落しに挑戦！

ステアリングスポークにうっすらと浮き上がったサビに悩まされている旧車乗りは多い
はず。裏面は見て見ぬフリをしている人も多いのでは？ さっそくブラストコートで磨いてみ
る。 赤茶けたスポークが、新品のツヤと輝きを取り戻した。同じモノとは思えない。

今度はヘッドライトベゼルに発生しサビを落とす。はっきりいって素人の手には追えない
と感じるほどのサビ具合。果たして……。 施工後がコレ！ まだ微かにサビが残っているも
のの見事に輝きが復活。ポリッシャを使わず、手磨きでここまでキレイになるのは驚異的。

使い方は一般的な研磨剤と同じ。ウエスに少量とって、あとは磨き
上げるだけ。清浄効果もあるので、下洗いせずに使える点も旧車乗
りには魅力。 バンパーの上面に浮いたサビはサンドペーパーが必
要なレベル。ある程度根気よく、磨くほどにどんどん消えていく。

ドナーは長期間放置されたフェアレディ。車体はレストア必須の状
態だ。メッキバンパーは全体的にくすみ、点サビが浮いている。

施工前に比べ、くすみがすっきり消えた。バンパーの上面をおおっていたサビも落ちている。ツヤ出し効果もしっかり確認できる。

アールのついた曲面は、
力を入れにくく、汚れやサビ
を落としにくい。さて、そん
な対象物での機能どうか。
テールレンズまわりのメッキ
で試してみる。 力が入り
にくく磨きにくいぶん、余計
に研磨能力の高さを実感
できた印象。磨くだけでラ
クに落とせるところもこの
研磨剤の魅力だ。

●1●2

●3●4

●5

●6

●7●8

●9

●10●11
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電
動
で
ビ
ス
や
ネ
ジ
の
締
め
付
け
を
ア
シ

ス
ト
し
て
く
れ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
え
ば
、

ガ
ン
グ
リ
ッ
プ
や
ス
テ
ィ
ッ
ク
形
状
の
も
の

が
思
い
つ
く
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
一
般
的
な

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
力
加
減
が
難
し
く
、

強
く
締
め
付
け
過
ぎ
た
り
、
甘
か
っ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
で
は
、

力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
ラ
ッ
チ
ェ
ッ

ト
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
が
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

作
業
を
こ
な
せ
る
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。

　
老
舗
工
具
メ
ー
カ
ー
の「
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
が

開
発
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
一
般
的
な
ド
ラ
イ
バ
ー
と
全
く
同
じ
姿

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
。
力
加
減

が
必
要
な
本
締
め
、
緩
め
は
じ
め
は
、
通
常

の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
同
じ
よ
う
に
手
動
で
行

い
、
途
中
を
電
動
ア
シ
ス
ト
で
早
回
し
で
き

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
仕
組
み
だ
。
な
の
で
、

と
っ
て
も
使
い
勝
手
が
い
い
。
グ
リ
ッ
プ
の

デ
ザ
イ
ン
も
、「
さ
す
が
は
プ
ロ
御
用
達
の

工
具
メ
ー
カ
ー
」と
い
う
印
象
で
、そ
ん
じ
ょ

そ
こ
ら
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
型
の
電
動
ド
ラ
イ

バ
ー
と
は
握
っ
た
感
覚
か
ら
違
う
。
実
際
に

手
に
取
っ
て
み
て
も
、
プ
ロ
仕
様
の
ド
ラ
イ

バ
ー
の
よ
う
に
、
手
の
平
に
し
っ
く
り
と
な

じ
み
、
押
し
回
し
も
と
て
も
し
や
す
い
。

　
電
動
時
の
最
大
ト
ル
ク
は
２
・
５
N
・
m
。

思
い
の
ほ
か
パ
ワ
フ
ル
で
、
負
荷
が
か
か
る

太
め
の
木
ネ
ジ
も
ス
ト
レ
ス
な
く
早
締
め
で

き
る
。
ビ
ッ
ト
の
取
り
付
け
は
チ
ャ
ッ
ク
式

で
、
対
辺
６
・
３
５
㎜
の
も
の
な
ら
、
片
頭
で

も
両
頭
で
も
オ
ッ
ケ
ー
だ
。
市
販
の
さ
ま
ざ

ま
な
ビ
ッ
ト
が
活
用
で
き
、
ソ
ケ
ッ
ト
を
つ

け
て
の
ナ
ッ
ト
の
仮
締
め
や
、
面
取
り
や
バ

リ
取
り
に
も
活
躍
し
て
く
れ
る
。

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
充
電
は
、
フ
ル

チ
ャ
ー
ジ
ま
で
約
60
分
。
そ
の
う
え
、
も
し

作
業
の
途
中
で
電
池
が
切
れ
た
と
し
て
も
、

手
回
し
で
作
業
が
続
行
で
き
る
の
も
、
こ
の

電
動
ド
ラ
イ
バ
ー
特
有
の
強
み
だ
。

電動×手動で作業スピードがアップ！
プロのメカニックからアマチュアまで、ドライバーは最も手にすることが多い工具だろう。
特にビスやネジが数多く使われている旧車のメンテナンスでは、ひんぱんに出番がある。

今回紹介するのは、そんなドライバーを使用する作業を大幅にスピードアップしてくれるアイテム。
汎用性が高く、1つあればさまざまなシーンで大活躍してくれる。

T O N E 　 ハ イ ブ リ ッ ド 電 動 ド ラ イ バ ー

TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）
PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/清水良太郎（フォックス ブックス）

COOPERATION ： TONE/トネ
TEL0721-561850　 https://www.tonetool.co.jp/

TO O L 

P A R A D I S E
お役立ちツール研究所

　　　　　　　　　　TONE　TEL0721-56-1850　 https://www.tonetool.co.jp/問い合わせ先：

差し込み角6.35㎜の6角軸であれば、いろ
いろなビットに対応する。ドリルやトルクスビッ
ト、ビットソケット。さらにソケットアダプターを
装着すれば、用途はさらに広がる！

❶スイッチ連動でLEDライトが光るため、暗い場
所での作業もスムーズに行える。❷電動の最大
トルクは2.5N・mで、木ネジもスピーディーに締め
られる。LEDライトで照らされているのが分かる。
手動時の耐久トルクは10N・mの安全設計だ。

充電は付属のUSB充電ケーブルで行う。充
電時間は約60分。充電状況を知らせるラン
プが赤から緑に変われば完了だ。連続使用
時間は約60分（無負荷時）となる。

本体の全長は138㎜、グリップ部の
幅は43.4㎜で、一般的なドライバーと
同サイズだ。両頭タイプのプラスビット
×1とUSB充電ケーブルが付属する。
CHD1S ： 8000円（+税）

チャックは、ビット交換がスムーズ
なワンタッチ式。対辺6.35㎜の6
角軸タイプであれば、両頭、片頭
ビットを問わず使用可能だ。もちろ
ん市販品も使える。

手動時の邪魔にならないところに
電動用のスイッチがある。フロント
側が正転、リア側が逆転。電動時
は、締めつける負荷がかかり過ぎ
ると安全のために自動停止する。

「自動車整備のほかにも、DIY
や家具の組み立てなど、さまざ
まなシーンでお役に立てるツー
ルです。ネジ締め作業がウソみ
たい楽しくなりますよ」

電動による早回しで、ネジの締め付け
や取り外しが大幅にスピードアップ。
一般的なドライバーと同じ形状、同じグ
リップ感で、手動作業も違和感なし！

さまざまなビットが使える！

暗がりでの作業も大丈夫

USB端子で充電

TONE営業企画部
間島俊弥さん

●❶

●❷

117 116

N.SPEED_026_P116-117_TOOL_TONE.indd   全ページ 2020/10/23   17:34

国産旧車用の復刻パーツをはじめ、各メー
カーやショップなどから新たに開発、発売さ
れる新製品情報などを網羅いたします。また、
開発中の新製品などの事前情報などを紹介
することもできます。オイルやケミカル、工
具やグッズ類まで使い方なども含めて紹介。

　
栃
木
の「
ア
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」が
、

L
型
史
上
初（
？
）
と
い
え
る
量
産
型
カ
ム

ギ
ア
ト
レ
ー
ン
を
製
作
し
て
い
る
こ
と
は
、

2
月
に
行
わ
れ
た「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
2
デ

イ
ズ
」の
会
場
で
も
大
き
な
話
題
と
な
っ
て

い
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
量
産
化
前
の
テ
ス

ト
品
が
完
成
し
た
と
の
連
絡
が
入
っ
た
。

　
ま
ず
、「
カ
ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
」
の
説
明

を
し
よ
う
。
カ
ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
、
略
し
て

「
ギ
ア
ト
レ
」は
、
エ
ン
ジ
ン
の
カ
ム
シ
ャ
フ

ト
を
回
転
さ
せ
る
動
力
の
伝
達
に
、
通
常
の

チ
ェ
ー
ン
や
ベ
ル
ト
で
は
な
く
、ギ
ア（
歯
車
）

を
使
う
も
の
。
通
常
の
L
型
エ
ン
ジ
ン
で
は

こ
の
役
目
を
チ
ェ
ー
ン
で
行
な
っ
て
い
る
。

な
ぜ
ギ
ア
に
交
換
す
る
必
要
が
あ
る
か
と
い

え
ば
、
チ
ェ
ー
ン
は
高
回
転
ま
で
回
し
た
と

き
、
遠
心
力
に
よ
っ
て
伸
び
て
し
ま
い
、
バ

ル
ブ
タ
イ
ミ
ン
グ
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う
の
だ
。

こ
れ
で
は
い
く
ら
ハ
イ
カ
ム
や
ビ
ッ
グ
バ
ル

を
組
み
込
ん
だ
と
し
て
も
、
１
０
０
％
の
性

能
を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
チ
ェ
ー
ン
を
ギ
ア
に
変
更
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
チ
ェ
ー
ン
の
伸
び
に
よ
る
バ
ル
ブ

タ
イ
ミ
ン
グ
の
ズ
レ
は
解
消
す
る
。
こ
れ
ま

で
は
バ
ル
ブ
と
ピ
ス
ト
ン
が
接
触
す
る
の
を

防
ぐ
た
め
に
、
バ
ル
ブ
タ
イ
ミ
ン
グ（
バ
ル

タ
イ
）
は
安
全
マ
ー
ジ
ン
を
と
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
ギ
ア
ト
レ
に
す
る
こ
と
で
ギ
リ

ギ
リ
の
バ
ル
ブ
タ
イ
ミ
ン
グ
ま
で
攻
め
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
。
吸
排
気
の
効
率
や
圧
縮

比
の
ア
ッ
プ
な
ど
が
可
能
に
な
る
の
だ
。

　
で
は
、
い
よ
い
よ
本
邦
初
と
な
る
L
型
エ

ン
ジ
ン
用
カ
ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
を
見
て
い
こ

う
。
シ
ス
テ
ム
は
ク
ラ
ン
ク
シ
ャ
フ
ト
に
は

め
込
ま
れ
る
小
型
の
ギ
ア
か
ら
始
ま
り
、5

個
の
ア
イ
ド
ル
ギ
ア
を
経
由
。
最
後
は
カ
ム

シ
ャ
フ
ト
を
駆
動
す
る
ギ
ア
に
つ
な
が
る
合

計
7
個
の
ギ
ア
で
構
成
さ
れ
る
。
ア
イ
ド
ル

ギ
ア
は
１
枚
物
の
ア
ル
ミ
プ
レ
ー
ト
に
固
定

さ
れ
、そ
の
プ
レ
ー
ト
は
、ブ
ロ
ッ
ク
の
サ
ー

ビ
ス
ホ
ー
ル
に
固
定
す
る
方
法
を
と
る
。
そ

の
た
め
、
カ
ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
化
の
た
め
に

ブ
ロ
ッ
ク
の
加
工
は
必
要
な
い
。
カ
ム
を
回

す
カ
ム
ギ
ア
は
、
ア
イ
ド
ル
ギ
ア
を
固
定
す

る
プ
レ
ー
ト
と
は
別
体
の
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ

て
固
定
さ
れ
る
。
ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル
を
使

い
分
け
て
い
る
の
は
、
強
度
を
考
慮
し
て
い

る
か
ら
で
、
カ
ム
ギ
ア
に
最
も
大
き
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
る
た
め
、
こ
の
部
分
は
別
体
の

ス
チ
ー
ル
製
を
採
用
し
て
い
る
。
ア
ル
ミ
に

は
硬
質
ア
ル
マ
イ
ト
を
コ
ー
ト
し
て
い
る
の

で
、
強
度
面
で
の
不
安
は
な
い
。

　
今
回
初
公
開
と
な
る
ア
イ
ド
ル
ギ
ア
部
分

も
特
徴
的
だ
。
ギ
ア
は
１
枚
モ
ノ
で
は
な
く
、

中
心
部
と
そ
の
外
周
の
ニ
ー
ド
ル
ベ
ア
リ
ン

グ
、
そ
し
て
ギ
ア
の
部
分
で
構
成
さ
れ
、
外

側
の
ギ
ア
が
回
る
構
造
だ
。
さ
ら
に
、
ニ
ー

ド
ル
ベ
ア
リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
潤
滑
す
る
た

め
、
ギ
ア
の
中
心
部
か
ら
ベ
ア
リ
ン
グ
の
内

側
に
オ
イ
ル
を
流
す
ラ
イ
ン
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
、
ギ

ア
の
歯
先
を「
歯
研（
は
け
ん
）
」と
呼
ば
れ

る
精
密
な
研
磨
に
か
け
、
ギ
ア
が
回
転
し
た

と
き
の
音
に
ま
で
神
経
を
使
っ
て
い
る
の
だ
。

「
Ｌ
型
用
カ
ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
が
こ
れ
ま
で

ど
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
発
売
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
の
は
、
コ
ス
ト
と
技
術
力
の
問
題
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
当
社
で
は
Ｓ
20
型
用
カ

ム
ギ
ア
ト
レ
ー
ン
を
開
発
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が

あ
る
の
で
、
そ
れ
を
基
に
今
回
製
品
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｓ
20
型
用
で
は
３
万

㎞
使
っ
て
も
ノ
ン
ト
ラ
ブ
ル
な
の
で
、
Ｌ
型

用
で
も
耐
久
性
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」と
、

ア
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
相
原
達
也
代
表
。

こ
れ
か
ら
実
車
で
の
テ
ス
ト
を
行
い
、
販
売

が
開
始
さ
れ
る
そ
う
だ
。
性
能
の
向
上
と
ギ

ア
が
奏
で
る
メ
カ
ニ
カ
ル
な
サ
ウ
ン
ド
。
ア
ー

ル
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
が
お
届
け
す
る
カ
ム
ギ

ア
ト
レ
ー
ン
は
、
こ
の
2
つ
を
手
に
で
き
る

L
型
エ
ン
ン
ジ
ン
の
最
終
兵
器
と
な
る
！

「6気筒のほか、L20B型以外の4気筒のL型エンジンでも使えます。ギアトレーンは

高回転で有効ですが、低回転でも摩擦軽減の効果を実感できます」と相原代表。

相原達也
代表アール・ファ

クトリー 　　世界初
!?　

市販L型エ
ンジン用

カムギアト
レーン完成

！

ギアトレー
ンのメリッ

トを生かし

究極のバル
タイ、高回

転化が加速
する‼

レーシング
エンジンに

使われる高
度な技術「

カムギアト
レーン」。

メ

カ好きにと
ってあこが

れのメニュ
ーの1つで

もあるが、
コストや技

術

力などの問
題から、L

型用が市販
されること

はなかった
。ところが

、

「ノスタル
ジック２デ

イズ201
8」のアー

ル・ファク
トリーブー

スでL

型用カムギ
アトレーン

がついにお
披露目され

た。おそら
く世界初と

なるL型用
カムギアト

レーンの精
緻なメカニ

ズムに迫っ
てみる。

TEXT ： AKIO SATO/佐藤アキオ

PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/藤井元輔（サルーテ）

COOPERATION ： R FACTORY/アール・ファクトリー　

TEL0287-48-6391　https://r-factory.shop/

最新チュー
ニングパー

ツから

ノウハウま
で

最終テストバージョンのカムギアトレーン

のシステムを組み込んだL28型エンジン。

クランクギアからカムギアにつながる合

計7個のギアが、タイミングの狂いなく、正

確に回り続ける。これはもう芸術品だ！
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ミーティングイベント、レース、
そしてガレージライフまで

連載プロジェクト
コーナーも充実

不定期のコーナーとしては、ハチマル SPEED、
360 SPEED、レジェンドオーナー、レア車ベー
スのチューンド、輸入車チューンドなどがありま
す。また、工具を紹介する「お役立ちツール
研究所」、ケミカル用品を紹介する「Speed 
Chemical」といったコーナーもあります。

チューニングやカスタムの製作記を、プロジェク
トとして連載しています。現在は、「最強 GT-R
プロジェクト」、「松田次生の S31Z」、「茜ちゃ
んのサニトラ」、「ナギサオートのランチア モンテ
カルロ」などが進行中。完成するなどして、随
時入れ替えいたします。

海外、特にアメリカでは国産旧車の人気が高く、
日本とは趣向の違うチューニングやカスタムを楽
しんでいいるオーナーが多く、イベントなども開
催されています。そおイベントリポートやオーナー
車の紹介なども掲載します。

西海岸の日本旧車
情報を現地からPHOTO ： AKIO HIRANO/平野 陽　TEXT ： HIDEO KOBAYASHI/小林秀雄

日本の旧車はアメリカでも熱い！　日産がフィーチャーされたヒストリック・カー・レース「モントレー」、ロングビー
チで開催された「JCCS」など、アメリカの最もホットなキャッチするイベントリポートをお届け。さらに、それぞれ
のイベントで捕獲した注目車両の単独取材も敢行！　世界が認めるジャパン・ヒストリックの魅力に迫る。

日本の旧車が躍動したアメリカ2大イベントをリポート！

祝祭の時、来る!!

P054  ROLEX MONTEREY MOTORSPORTS REUNION
P056  ERMISH RACING DATSUN 510
P061  JAPANESE CLASSIC CAR SHOW 2018
P064  STAR ROAD & JDM CAR PARTS DATSUN 240Z
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JAPAN HISTORICS IN THE U.S.A.

70年代のSCCAを走った
往年のレーシングカーを再生!

Part 2

ダットサン510のレーシング・ビルダーであり、現役のSCCAドライバーでもあるトロイ・アーミッ
シュ。BREを模範とするオーセンティックなマシンメイクで知られる彼が、1972年にSCCAに
登録された当時のレーシングカーをレストア。自らのドライブでモントレーのクラス優勝を果たし
た。時空を超えて復活したシャシーナンバーPL510-176227のヒストリーに迫る。

PHOTO ： AKIO HIRANO/平野 陽　TEXT ： HIDEO KOBAYASHI/小林秀雄

Ermish Racing 
1971 Datsun 510

SPECIFICATIONS

■エクステリア：BRE510スタイル前後フェンダー、
FRPボンネット、ルーフ＆リアサイドパネル移植、
ERNIE MCKAY RACINGオリジナルペイント
■エンジン：L18型改／圧縮比14：1／JE鍛造ピスト
ン／Forged Raceコンロッド／0.600”リフトカム／
SSオーバーサイズバルブ／日産コンペ クランクプー
リー／
■吸気系：ミクニ製ソレックス50PHH／日産コンペ イ
ンテークマニホールド
■排気系：Ermish Racingステップドヘッダー／2.5”
マンドリルパイプ
■燃料系：ATLレーシングフューエルセル／ANホース
■点火系：MSDダイレクトイグニッション
■電気系：軽量リチウムイオンバッテリー
■駆動系：日産コンペ ダイレクトドライブオプション2 
5速MT／Ermish Racing CVキット／3”カスタムプ
ロペラシャフト／クオーターマスターダブルディスクク
ラッチ
■サスペンション：Ermish Racing リアウエイトジャッ
カーキット、BREリアスウェイバー、KONI製ショックア
ブソーバー、ステアリングボックスブレース
■ブレーキ：ポルシェ911用アルミ製フロントブレーキ
キャリパー／240Z純正アルフィンドラム
■インテリア：ロールケージ
■タイヤ：フージャーTD-R  205/60R13
■ホイール：アメリカンレーシング リブレ  13×7.0

71年式ダットサン510

057 056

P056-060_troy.indd   56-57 2020/10/23   18:11

1

2

９
８
５
年
に
登
場
し
た
ア
ル
フ
ァ
ロ

メ
オ
75
Ｔ
Ｓ（
ツ
イ
ン
ス
パ
ー
ク
）は
、

オ
ー
ル
ド
ア
ル
フ
ァ
最
後
の
Ｆ
Ｒ
ス
ポ
ー

ツ
。
５
ナ
ン
バ
ー
サ
イ
ズ
の
手
頃
な
大
衆
ス

ポ
ー
ツ
モ
デ
ル
と
し
て
、
世
界
の
走
り
好
き

に
愛
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｃ
な
ど
の
レ
ー
ス
で
も

活
躍
。
国
産
モ
デ
ル
で
い
え
ば
、
ち
ょ
う
ど

ト
ヨ
タ
の
Ａ
Ｅ
86
の
よ
う
な
存
在
だ
。

　
と
は
い
え
、
ク
ル
マ
の
デ
ザ
イ
ン
も
機
関

的
に
も
、
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
イ
タ
リ
ア
の

ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
。
75
Ｔ
Ｓ
は
、
一
般
的
な

大
衆
ス
ポ
ー
ツ
と
は
一
線
を
画
す
る
。
エ
ン

ジ
ン
は
、
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
伝
統
の
高
性
能

Ｄ
Ｏ
Ｈ
Ｃ
ユ
ニ
ッ
ト
を
当
然
の
ご
と
く
搭
載

し
、
リ
ア
ア
ク
ス
ル
は
Ｆ
Ｒ
の
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
強
力
に
引
き
出
す
ワ
ッ
ト
リ
ン
ク
式
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
後
方
配
置
の
ト
ラ
ン
ス
ア
ク

ス
ル
方
式
で
、
リ
ア
の
ブ
レ
ー
キ
は
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
カ
ー
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ
ト
の
イ
ン

ボ
ー
ド
式
デ
ィ
ス
ク
を
採
用
し
て
い
る
。

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
さ
な
が
ら
の
走
り
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
満
載
し
、
前
後
の
重
量
配
分
は

50
対
50
の
理
想
値
を
実
現
。
当
時
の
国
産
大

衆
ス
ポ
ー
ツ
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ス

ペ
ッ
ク
を
誇
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
紹
介
す
る
レ
ー
ス
仕
様
の
75
Ｔ
Ｓ

を
所
有
す
る
川
﨑
浩
道
さ
ん
は
、
今
か
ら
16

年
前
、ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
の
ワ
ン
メ
イ
ク
レ
ー

ス「
ア
ル
フ
ァ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
へ
の
参
戦
を

目
的
に
、
こ
の
ク
ル
マ
を
手
に
入
れ
た
。
そ

の
頃
、
川
﨑
さ
ん
は
36
歳
。「
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク

カ
ー
レ
ー
ス
な
ら
、
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
レ
ー

サ
ー
に
な
れ
る
か
も
？
」と
考
え
て
の
一
念

発
起
だ
っ
た
ら
し
い
。
当
時
は
ま
だ
、
自
由

に
使
え
る
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
は
ご
く
わ
ず
か
。

75
Ｔ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
車
両
に
選
ん
だ
の
は「
価

格
が
安
か
っ
た
こ
と
」が
一
番
の
決
め
手
だ
。

出
費
を
抑
え
る
た
め
に
、
当
初
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
は
、
ク
ル
マ
仲
間
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
こ

な
し
た
と
い
う
。

1　
一
度
ハ
マ
る
と
抜
け
ら
れ
な
く
な
る
の
が

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
。
川
﨑
さ
ん
の
レ
ー
ス

熱
は
年
を
追
う
ご
と
に
高
ま
り
、
そ
れ
に
伴

い
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
激
し
さ
も
増
し
て
い
っ

た
。
や
が
て
気
づ
け
ば
、愛
車
は
フ
ル
チ
ュ
ー

ン
の
本
格
的
な
レ
ー
ス
仕
様
へ
と
変
ぼ
う
。

Ｎ
Ａ
で
、
パ
ワ
ー
こ
そ
１
５
０
㎰
程
度
と
控

え
目
だ
が
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
絞
っ
た
車
両
重

量
は
、
な
ん
と
９
０
０
㎏
と
い
う
軽
自
動
車

並
み
の
軽
さ
。
コ
ー
ナ
ー
の
速
さ
は
圧
倒
的

で
、
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
の
岡
山
国
際
サ
ー
キ
ッ

ト
で
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
は
１
分
52
秒
６
を

マ
ー
ク
し
て
い
る
。

「
出
費
は
増
え
る
一
方
。
で
も
、
い
い
ん
で

す
。
自
分
は
、
こ
の
ア
ル
フ
ァ
と
レ
ー
ス
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
仕
事
に
力
が
入
っ
た
。
今

の
地
位
が
あ
る
の
も
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の

ク
ル
マ
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
ま
だ
フ
ト
コ
ロ
が
寂
し
か
っ
た
頃
か
ら
の

付
き
合
い
。
16
年
前
に
20
万
円
で
購
入
し
た

オ
ー
ル
ド
ア
ル
フ
ァ
は
、
川
﨑
さ
ん
い
わ
く

「
共
に
成
長
し
て
き
た
特
別
な
ク
ル
マ
」だ
。

　
レ
ー
ス
参
戦
か
ら
14
年
。
2
年
前
に
取
り

か
か
っ
た
リ
メ
イ
ク
は
、
目
標
と
す
る
岡
山

国
際
サ
ー
キ
ッ
ト
１
分
50
秒
切
り
が
テ
ー
マ

だ
。
エ
ン
ジ
ン
ま
わ
り
で
は
、キ
ャ
ブ
レ
タ
ー

仕
様
特
有
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
難
し
さ
や
不

安
定
さ
を
解
消
す
る
た
め
の
、
イ
ン
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
化
が
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
。
そ
れ
ま
で

の
ウ
エ
ー
バ
ー
45
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
換
わ
っ
て
装

着
さ
れ
た
の
は
、
ア
ル
フ
ァ
ホ
リ
ッ
ク
ス
製

の
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
キ
ッ
ト
。
ス
ロ
ッ
ト

ル
径
は
φ
40
㎜
で
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
は
信
頼
性
の
高

い
Ｍ
ｏ
Ｔ
ｅ
Ｃ 

ｍ
84
で
制
御
す
る
。
点
火

は
デ
ス
ビ
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト

イ
グ
ニ
シ
ョ
ン
に
変
更
。
制
御
信
号
は
ト
ヨ

タ
４
Ａ
‐
Ｇ
型
用
の
カ
ム
角
セ
ン
サ
ー
を
加

工
装
着
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
電
子
制
御
化

に
伴
い
、
オ
ル
タ
ネ
ー
タ
ー
は
信
頼
性
の
高

い
国
産
の
軽
自
動
車
用
に
交
換
し
、
電
力
の

900㎏の軽量ボディは50対50の重量配分
コーナリング性能はレーシングそのもの

1後方配置のトランスアクス
ル。ミッションは、バッチロマーノ
のドグクロス。クラッチはOS技
研のツインプレート。デフはOS
技研の特注品を組み込む。
2インボードタイプのリアブレー
キはパッドのみAP製に交換して
いる。マフラーはプロショップ ナ
カガワのワンオフ品。メインパイ
プはφ57㎜だ。

軽さはこのマシンの一番の武
器だ。ボンネットはアウトデコ製
のウエットカーボン。フロント以
外、ウインドーは軽量なポリカー
ボネイトに交換されている。

SPECIFICATIONS

87年式 アルファロメオ75 2.0 TS（162B4）
⃝エクステリア：75用フロントスポイラーEVOキット、IMSA仕様リアスポイラー、ツインスパーク用フェンダー、アウトデコウエットカーボンボンネット
⃝エンジン：AR06224型改、JEピストン製φ85㎜ピストン、STDコンロッド 、STDクランクバランス取り、コロンボバリアーニ製カムシャフト、OS技研製ヘッドガスケット
⃝吸気系：アルファホリック製φ40㎜スロットル ⃝点火系：スプリットファイア製SR20型用ダイレクトイグニッション ⃝制御系：MoTeC M84
⃝排気系：プロショップ ナカガワ製ワンオフ4in1タコ足、φ57㎜マフラー ⃝燃料系：ATL製安全タンク（約30ℓ）、インタンク燃料ポンプ、SARD製レギュレーター
⃝冷却系：ワンオフアルミラジエーター、HPI製オイルクーラー ⃝駆動系：バッチロマーノ製ドグクロスミッション、OS技研製ツインプレートクラッチ／LSD
⃝サスペンション：アラゴスタ製車高調、アイバッハ製スプリング、プロショップ ナカガワ製ワンオフフルピロパイプアーム、リアワットリンク取り付け位置変更
⃝タイヤ：アドバンA050 （F）215/50R15 （R）225/50R15 ⃝ホイール：レイズ ボルクレーシングTE37 （F）15×7J +25 （R）15×8J +27
⃝インテリア：OMP製ステアリング／バケットシート／ロールケージ、MoTeC製ディスプレイロガーC125／PDM15／KEYPAD

101 100
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一番大事なことは速いことか？ それとも楽しむことか？ そんな疑問に対する１つの回答を見つけた。
参加しているドラッグレースでは、いつもビリ。だが、オーナーの顔はいつも笑顔に満ちている。
そう、楽しむことこそ旧車チューンに一番大事なのだと、彼と彼の「スバルR-2」は教えてくれた！
TEXT ： AKIO SATO（rsf）/佐藤アキオ（rsf）
PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/藤井元輔（サルーテ）
COOPERATION ： パーツ工房RESET

ドラッグレースで奮闘する
ゆるくて熱い空冷R-2！

SPECIFICATIONS
70年式スバルR-2 デラックス
●	エクステリア：ダッジ・バイパー純正イエローオールペイント、前後バンパーレス、けん引フック、
	 R-2SS用ノーズフィン、マーシャル製902ドライビングランプ×2、FIAMM製エアホーン、
	 レイヨットタイプフェンダーミラー、自作エアダクト、スーパーデラックス用エンジンリッドエンブレム
●	エンジン：0.5㎜オーバーサイズピストン、R-2SS用アクセルリンケージ、
	 ルーカス製添加剤ボトル流用オイルキャッチタンク
●	吸排気系：R-2SS用ソレックス36PHHツインキャブ／インテークマニホールド
●	点火系：日立製レッドコイル、永井電子機器製シリコンプラグコード
●	燃料系：永井電子機器製電磁ポンプ
●	サスペンション：（F）キックス製ミニトラック用ショートストロークショックアブソーバー、
	 トーションバーコマずらし加工、（R）トーションバーボルト緩め加工
●	ブレーキ：オートバイ用ブレーキマスターシリンダー流用
●	インテリア：ナルディ製クラシックステアリング、オートゲージ製シフトライト付き5インチタコメーター、
	 大森製タコメーター、汎用電流計／電圧計／気温計／クオーツ時計、ヒューズボックスダッシュボード移設、
	 Longacre製キルスイッチ、汎用アルミシフトノブ、シフトレバークッション材巻きつけ加工、
	 純正シートヘッドレスト取り外し、シンプソン製2点式シートベルト、ドア内張りステンレスロールシート張り替え、
	 リアシート取り外し（スナップオン工具／ケミカル／消火器／スペアタイヤディスプレー、
	 エンジンサービスホールパンチングアルミ板張り
●	タイヤ：グッドイヤーGT80　145/80R10
●	ホイール：（R）ダイハツ純正ホイール
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完全等長タコ足と
ローダウン対応マフラーで
こもり音が見事に解消！
ハコスカGT-Rを所有するなど、大の旧車好きとして知ら
れる松田次生さん。言わずと知れたニスモのエースドライ
バーだ。そんな彼がL28型改3.0ℓ仕様のS31Zを入手
したのは前号でお伝えした通り。今回はナラシ運転中の
不満点だったエキゾーストの見直しに着手する。
TEXT ： DAISUKE ISHIKAWA/石川大輔
PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/藤井元輔（サルーテ）
COOPERATION ： STAR ROAD/スターロード
TEL03-5668-5675　http://www.starroad.co.jp

松田次生さん

1979年6月18日、三重県生まれ。フォー
ミュラーニッポンやスーパーGTで2年連続
シリーズチャンピオンに輝くなど、日本を代
表するトップレーサー。2020年も「MOTUL 
AUTECH GT-R」でGT500に参戦。第3
戦、鈴鹿では見事、優勝を飾り、自身が持
つスーパーGT最多勝記録もさらに更新し
た。GT-Rオタクとしても有名だ。

芸術的なうねりを見せるL型用タコ足は、スターロード
の井上さんが試行錯誤を繰り返してようやく完成した
自信作。完全等長タイプで、6-2集合となる。S30、
S31、ハコスカ用で価格は24万8000円（＋税）。

完全等長タコ足 φ48

#02

レーシングドライバー

松田次生
S31Z PROJECT

●1●2
●3

滑らかなカーブを描くパイ
ピングが圧倒的な存在感。
バンテージを巻くのがもった
いなくなってしまうほどの仕
上がりだ。パイプ径はφ48
㎜と十分な太さが確保され
ており、チューニングエンジ
ンにも対応する。 熟練の
職人が 1 本 1 本丁寧に仕
上げる。美しい溶接跡を見
てもそのクオリティーの高さ
が分かる。耐久性にもこだ
わっておりサーキットテスト
を重ねてもクラックなどの
発生は皆無だったとか。
L 型はキャブレターの真下
にエキマニがあるだけにバ
ンテージを巻いて熱対策を
するのは必須と考えたい。

購入時に装着されていたメーカー不明のスチール製のエキマニは、6-2集合タイプ。スターロードの完全等長
タコ足と比べてみるとその差は歴然。あまりの違いに松田選手も驚いていた。パーツの進化はあなどれない！

　
ナ
ラ
シ
を
か
ね
た
ロ
ン
グ
ラ
ン
で
、
特
に

気
に
な
っ
た
と
い
う
マ
フ
ラ
ー
の
こ
も
り
音
。

こ
れ
を
解
消
す
る
べ
く
、
排
気
系
の
見
直
し

を
行
う
た
め
に
訪
れ
た
の
が
、「
ス
タ
ー
ロ
ー

ド
」。
Ｌ
型
チ
ュ
ー
ン
を
知
り
尽
く
し
た
井

上
正
嗣
さ
ん
に
指
南
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。

「
４
０
０
０
ｒ
ｐ
ｍ
あ
た
り
で
車
内
の
こ
も

り
音
が
ひ
ど
く
て
、
走
行
中
は
ま
と
も
に
会

話
が
で
き
な
い
く
ら
い
な
ん
で
す
。
こ
れ
は

な
ん
と
し
て
で
も
解
消
し
た
い
で
す
ね
」と

松
田
次
生
さ
ん
。
井
上
さ
ん
か
ら
は

「
タ
イ
コ
と
取
り
付
け
形
状
が
原
因
で
す

ね
。
ウ
チ
の
完
全
等
長
エ
キ
マ
ニ
と
ロ
ー
ダ

ウ
ン
マ
フ
ラ
ー
を
入
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
？
」と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
い
ず
れ
も
井
上
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
詰
ま

っ
た
自
信
作
。
実
際
に
エ
キ
マ
ニ
を
見
せ
て

も
ら
う
と
、
そ
の
芸
術
的
な
う
ね
り
や
溶
接

の
美
し
さ
に
う
っ
と
り
。
迷
わ
ず
装
着
す
る

こ
と
を
決
断
し
た
。
熱
対
策
の
た
め
タ
コ
足

に
バ
ン
テ
ー
ジ
を
巻
く
必
要
が
あ
る
の
で
、

こ
の
日
は
Ｓ
31
Ｚ
を
預
け
る
こ
と
に
。

　
そ
し
て
待
ち
か
ね
た
引
き
取
り
の
日
。
実

は
、
マ
フ
ラ
ー
の
こ
も
り
音
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
ロ
ー
ド
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
も
気
に
な
っ

て
い
た
。
と
い
う
の
も
保
管
場
所
が
立
体
駐

車
場
の
た
め
、
車
高
が
低
す
ぎ
る
と
マ
フ
ラ

ー
を
擦
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
し
か
し
、
ス
タ
ー
ロ
ー
ド
の
ロ
ー
ダ
ウ
ン

マ
フ
ラ
ー
は
そ
の
名
の
通
り
、
車
高
を
下
げ

て
も
十
分
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
確
保
で
き
る

設
計
。
フ
ロ
ア
に
沿
う
よ
う
に
パ
イ
ピ
ン
グ

を
通
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
フ
キ
ャ
リ
ア
を
避

け
る
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。

「
車
高
に
も
よ
る
で
し
ょ
う
が
こ
れ
な
ら
大

丈
夫
そ
う
」と
松
田
さ
ん
も
ホ
ッ
と
ひ
と
安

心
。
早
速
、
試
乗
に
出
向
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
お
な
じ
エ
ン
ジ
ン
と
は
思
え
な
い
く
ら
い

マ
フ
ラ
ー
の
音
も
パ
ワ
ー
感
も
変
わ
り
ま
し

た
ね
。
２
０
０
０
ｒｐ
ｍ
以
上
は
ま
っ
た
く
別
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仮
組
み
し
た
エ
ン
ジ
ン
に
、
完
成
し
た
タ

コ
足
を
セ
ッ
ト
し
た
右
の
写
真
を
見
て
、
違

和
感
を
覚
え
た
読
者
も
い
る
の
で
は
？ 

元

祖
Ｔ
Ｃ
16
‐
Ｍ
Ａ
２
の
タ
コ
足
は
、
一
般
的

な
取
り
回
し
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
後
方
に
向
か

う
の
で
は
な
く
、
フ
ロ
ン
ト
に
向
か
っ
て
集

合
さ
せ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
設
計
に
な
っ
て
い
る
。

　
理
由
は
、
Ｔ
Ｃ
16
‐
Ｍ
Ａ
２
の
吸
排
気
と

右
ハ
ン
ド
ル
車
と
の
関
係
性
に
あ
る
。
Ｔ
Ｃ

16
‐
Ｍ
Ａ
２
の
タ
コ
足
は
、
エ
ン
ジ
ン
の
前

か
ら
向
か
っ
て
左
側
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に

は
ク
ラ
ッ
チ
＆
ブ
レ
ー
キ
マ
ス
タ
ー
な
ど
の

熱
に
弱
い
パ
ー
ツ
の
ほ
か
、
右
ハ
ン
ド
ル
車

で
は
ス
テ
ア
リ
ン
グ
シ
ャ
フ
ト
が
通
る
。
そ

こ
で
、
そ
れ
ら
を
避
け
る
た
め
に
前
方
に
向

け
て
集
合
さ
せ
る
形
状
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
で
は
、
Ｔ
Ｃ
16
‐
Ｍ
Ａ
２
の
吸
排
気
は
、

な
ぜ
現
代
版
の
Ｃ
１
と
は
逆
配
置
な
の
か
。

そ
の
理
由
を
富
松
拓
也
さ
ん
聞
い
て
み
た
。

「
排
気
を
左
に
す
れ
ば
、
タ
コ
足
が
こ
う
な

る
こ
と
は
設
計
し
た
先
代
の
岡
崎
正
治
さ
ん

に
も
当
然
分
か
っ
て
い
た
は
ず
で
す
。
た
だ
、

当
時
は
ベ
ー
ス
の
Ｌ
型
の
傾
斜
を
逆
に
し
て

し
ま
う
と
、
使
え
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
。
そ
う
い
う
理
由
か
ら
の
、
苦

肉
の
策
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
」

　
た
だ
し
、
６
気
筒
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
元
祖
Ｔ

Ｃ
24
が
設
計
さ
れ
る
頃
に
は
、
日
産
か
ら
販

売
さ
れ
た
レ
ー
シ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
Ｌ
Ｙ
型
用

の
ベ
ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
を
流
用
す
る
こ
と
で
、

Ｌ
型
と
は
逆
傾
斜
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
、
タ
コ
足
の
問
題
も
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

前
人
未
到
の
挑
戦
だ
っ
た
Ｔ
Ｃ
16
‐
Ｍ
Ａ
２

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
エ
ン
ジ
ン
に
は
、
タ
コ

足
ひ
と
つ
に
も
物
語
が
あ
る
。

　
今
回
製
作
さ
れ
た
タ
コ
足
は
、
現
存
す
る

元
祖
Ｔ
Ｃ
16
‐
Ｍ
Ａ
１
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
用

を
ベ
ー
ス
に
ワ
ン
オ
フ
で
製
作
さ
れ
た
。
完

成
品
は
、
兄
弟
分
の
Ｍ
Ａ
２
に
も
ピ
ッ
タ
リ

と
フ
ィ
ッ
ト
し
た
。

TC16-MA2
トミタクガレージ 再生プロジェクト #04

現存する元祖TC16-MA1の
タコ足をベースに新たに製作！
ヘッドを構成するパーツがすべて揃い、仮組みによる状態確認ができた。
TC16-MA2再生プロジェクトの今回は、発注していたタコ足が完成し、

そのフィッティングをチェック。もちろん、タコ足も元祖仕様をリスペクトして製作！
TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）

PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/清水良太郎（フォックス ブックス）
cooperation ： Office Tomitaku/オフィス トミタク

TC16-MA2 再生
プロジェクト
#04

O
S
技
研

トミタクガレージ

ステアリングシャフトやブレーキマスター
などのパーツを避けるために、前方に
向けて集合させる独特な設計の元祖
TC16用タコ足。マフラーとの接続は、
搭載する車種によって変わる。

タコ足は、現存する元祖
TC16-MA1のプロトタイ
プ用を見本に製作され
た。左が、その所有者の
岡崎 忍さん。右は再生
中のMA2のオーナーとな
る、たなかかついちさん。

ヘッダーパイプの径はφ45㎜で、元祖仕様よりも少し太い。曲げパ
イプをカットし、溶接でつなぎ合わせて製作されている。手曲げ加工より
も真円度がキープしやすいのがこの製法のメリットだ。 元祖TC16-
MA1用を見本に、ワンオフ製作されたTC16-MA2のタコ足。ステンレ
スパイプをつなぎ合わせ、元祖と同じレイアウトに仕上げている。

見本となった元祖TC16-MA1プロトタイプのタコ足。
径はφ43㎜で、レイアウトは抜け重視の4-1集合だ。4バ
ルブのためヘッダーパイプの先端はY字管で、排気干渉
を抑えている。 鋼板に鋳造した型を当て、半割りパイ
プ状にプレス加工し、それを溶接でつなぎ合わせる成形
法。当時、レースの世界で用いられていた技術で、パイプ
をつなぎ合わせるよりも設計通りに製作できた。

フロントに向けて集合させる
独特な取り回し

細部まで元祖の設計思想を
反映させてワンオフ製作!

若かりし頃、元祖TC16を
復活させた経験を持つ「トミ
タク」ことOS技研の富松
拓也チーフエンジニアが、
本プロジェクトの発起人。
この、TC16を知り尽くすエ
ンジンビルダーが、今回は
プライベートで、自宅ガレー
ジにて腕をふるう。

プロジェクト発起人

●1

●2

●3●4
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ナギサオートがランチア・モンテカルロをベー
スに037ラリーWRC仕様のレプリカ製作を
スタートさせた。完成すれば間違いなく日本に
1台、世界でもレアな存在となる。興味津々な
製作現場の模様を、シリーズで大追跡！

ランチア・モンテカルロをベースに
037ラリーWRC仕様を製作！

NAGISA 
AUTO

1981 LANCIA MONTECARLO

TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）
PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/
 清水良太郎（フォックス ブックス）
COOPERATION ： NAGISA AUTO/ナギサオート
  http://nagisa-auto.com/

ン
チ
ア
・
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
は
、
１
９
７

５
年
に
登
場
し
た
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
の

2
シ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
だ
。
同
時
期
に

存
在
し
た
ラ
ン
チ
ア
・
ス
ト
ラ
ト
ス
が
、
Ｗ

Ｒ
Ｃ（
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
）
参
戦
を
目
的

に
開
発
さ
れ
た
ス
パ
ル
タ
ン
な
ホ
モ
ロ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
だ
っ
た
の
に
対
し
、
モ
ン
テ

カ
ル
ロ
は
あ
く
ま
で
ロ
ー
ド
ゴ
ー
イ
ン
グ
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う
位
置
付
け
。
ラ
ン
チ
ア
初
の

量
産
ミ
ッ
ド
シ
ッ
プ
カ
ー
と
し
て
、
そ
の
デ

ザ
イ
ン
か
ら
車
体
製
造
ま
で
、
す
べ
て
を
ピ

ニ
ン
フ
ァ
リ
ー
ナ
が
手
が
け
て
い
る
。

　
大
阪
府
在
住
の
北
川
寛
典
さ
ん
が
所
有
す

る
こ
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
は
、81
年
式
の
シ
リ
ー

ズ
２
。
78
年
式
以
前
の
シ
リ
ー
ズ
１
で
指
摘

さ
れ
た
ブ
レ
ー
キ
な
ど
が
改
良
さ
れ
、
エ
ン

ジ
ン
が
チ
ュ
ー
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
モ
デ
ル
だ
。
ま
た
、
北
川
さ
ん
を
は

じ
め
、
歴
代
の
オ
ー
ナ
ー
が
ラ
ン
チ
ア
な
ら

で
は
の
刺
激
的
な
ス
ペ
ッ
ク
を
求
め
て
、
各

部
を
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
し
て
い
る
。
４
灯
ヘ
ッ

ド
ラ
イ
ト
や
丸
テ
ー
ル
の
外
観
、
バ
ケ
ッ
ト

シ
ー
ト
に
変
更
し
た
内
装
、
F
C
R
キ
ャ
ブ

を
装
着
し
た
エ
ン
ジ
ン
な
ど
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

と
は
一
味
違
う
、
イ
タ
リ
ア
ン
ス
ポ
ー
ツ
な

ム
ー
ド
を
漂
わ
せ
る
。

「
同
じ
ク
ル
マ
が
走
っ
て
い
る
の
を
、
ま
ず

見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」と
う
れ
し
そ
う

に
話
す
北
川
さ
ん
。
こ
の
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
の

個
性
を
さ
ら
に
際
立
た
せ
る
た
め
に
、
あ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
思
い
立
つ
。
そ
れ
が
、
モ

ン
テ
カ
ル
ロ
を
ベ
ー
ス
に
開
発
さ
れ
た
ラ

ン
チ
ア
の
グ
ル
ー
プ
Ｂ
カ
ー
、「
０
３
７
ラ

リ
ー
」
の
W
R
C
仕
様
を
作
る
こ
と
だ
。
ボ

キャブはケーヒンFCR41。セッティングに相当に苦労した
が、現在は快調だ。今後、インジェクション仕様に変更し、点
火はダイレクトイグニション化する予定だ。

コックピットもエンジンルーム同様に赤と黄色をポイントカラーにコー
ディネート。ステアリングはアバルトの小径タイプに交換されている。

シートは、運転席、助手席とも
にレカロのバケットシートに交
換。ホールド性はもちろん、街
乗り時の快適性も考えての
チョイスだ。

ミッドシップに搭載するエンジンは、2ℓ直列4気筒8バルブ
DOHC。アバルト仕様のヘッドカバーが装着されているが、
おそらくノーマル。内部もきっちりチューニングする予定だ。

12サスペンションは前後マクファーソンストラット式で、ビル
シュタインの車高調が組み込まれている。ブレーキはアップ
デートを受けた純正ディスクだ。オーナーがすでに入手してい
るボディキット「LANCIA 037 RALLY COMPLETE KIT」
の装着に向け、サスペンション系は全面的に見直しされる。 
3ホイールはクロモドラCD68で、前後とも15×7J ±0。外
装はホイールを含め、大きくリメイクされる。

ラ

12         3

095 094
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5年がかりでハコスカを
製作するガレージと

趣味を凝縮した部屋も増築し、
道楽ざんまい!?

今回からスタートする旧車オーナーのプ
ライベートガレージ探訪。オーナーのクル
マに対する本気さを感じるマニアックなガ
レージを紹介していく予定だ。初回を飾る
のは、ハコスカを自分でフルレストアしてい
る、すご腕プライベーターのガレージ。積
み込むエンジンはOS技研のTC24-B1Z
という、熱狂的なコダワリ、ワクワクする道
楽ぶり。しょっぱなからマニアック度はメー
ターを振り切り、レッドゾーンに突入！
TEXT ： ISAO KATSUMORI（ZOO）/勝森勇夫（ズー）
PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/
清水良太郎（フォックス ブックス）

（趣味の部屋）

6.3m6m

13m

6.3m5m

1.7m

5m
2m

7m

溶接機

収納

プライベート
ルーム

ガレージ部分自転車 L28
ブロック

TC24
E/g

作業台

小物
工作室

工具
置き

L20

工具
ワゴンソファー

テーブル

工具箱 工具箱

工具
ワゴン

サ
ン
ド

ブ
ラ
ス
ト

パ
イ
プ
棚

ツ
ー
ル

ボ
ッ
ク
ス

棚

棚 収
納

プレス機

シャッター

ビード
ローラー

CDラック
ギター

TIG、MIGを問わず、溶接を自分でこなす。MIGに関しては
ほぼ完璧で、TIGはまだまだ「修行の身」だそう。溶接マスク
はマックツール、MIG溶接機はスズキッドのNOVA140だ。

ガレージの隣は趣味の部屋。バス釣り、音
楽、自転車にファッション。平谷さんの愛する
モノがギュッと詰まった道楽部屋だ。ハコスカ
に搭載するパーツも、ここに置かれている。

01新コーナーOPEN!

OWNER

若いころはストリートゼロヨン。その後、旧車、アメ車、4WD、
トラックなど、多彩な自動車遍歴を経て、5年前に再び旧車
熱が再燃。自分でもあきれるほど細部にコダワり、手を抜くこ
とが大嫌いな性格。夢は、チューニングパーツを作る職人に
なることらしい。

平谷禎惣さん（三重県）

GARAGE DATA

●所在地：三重県●
構 造：軽 量 鉄 骨（ガ
レージ）、木造（趣味
部屋）●面積：約91
㎡●築12年（ガレー
ジ）、築7年（趣味部
屋）●建築費：不明●
設備：ビートローラー、
溶接機、プレス機、サン
ドブラスト、エンジンハ
ンガー＆スタンド、コン
プレッサー●収蔵車：
1972年式スカイライ
ン2000 GT

069 068
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5ボディはフルレストアが施され、シャンパンシルバーに全塗装。ピットハウス仕様はややグリー
ンが強め。完ぺきなGT-R仕様だったが、廣川さんの好みでフロントにオーバーフェンダーを追加
×ボディ同色にペイントされている。6ホイールはハヤシストリート（CRタイプ）。フロントが15×
9J -13、リアが15×9J -19。タイヤはポテンザRE-11Aを装着している。7マフラーはφ42.7
㎜デュアルデザイン、耐熱ペイントが施され、腐食対策もバッチリ。

8助手席グローブボックス下にはスターロード製の吊り下げ式クーラーを追加。9シートはリペア
が施され、ドアトリムはピットハウスオリジナルに交換。新車のような美しさにほれぼれしてしまう。
�ピットハウスで完ぺきなGT-R仕様に再現されたダッシュボード。ステアリングはダッツンコンペで、
センターパッドのエンブレムはGT-R専用の赤を装着するなど、とことん所有欲を満たしてくれる。

13

14

15

�ボディは磨きをかけただけで、塗装のつやが復活。全体
の状態はいいが、見えないところはハケ塗りされるなど手直
ししたい部分もある。社外の車高調でほどよくローダウン。

11

12

121 120

71年式 スカイライン 2000 GT
廣川裕一さん79年式 スカイライン HT 2000 GT-ES

須尭綾美さん

すみずみまでこだわった究極のGT
過保護にしすぎるのが悩み

前期の丸形４灯に顔面移植！
細部は昭和風にカスタム中 　2019年のノスタルジック2デイズに展示され、本誌

Vol.022でも紹介したピットハウスが製作したハコスカ。
「紳士のためのR 仕様」と題して、L20型エンジンにこ
だわった至極のデモカーを手にしたのが廣川裕一さん。

「この前に乗っていたジャパンの状態が悪く『やっぱり
旧車はダメだ』と気持ちが萎えかけていたときに出かけた
ノスタルジック２デイズで出合ったのがこのKGC10。ピッ
トハウスさんのブログでは拝見していましたが、実物はす
みずみまで仕上がりに手抜かりがなく、まさにひと目ぼれ！ 
値段を聞くこともなく、その場で『買います！』と宣言しまし
た」。製作者の思いが強すぎて、手を入れるのをためらっ
たという廣川さんだが、理想像であるフロントのオーバー
フェンダーだけは譲れなかったそうだ。また、ハレの日用だ
が、実用性も加味したいと、電動パワステ、クーラーなど
快適装備も追加するなど、自分好みのアレンジを加えて
いる。「満足度は高いのですが、あまりにもキレイすぎて、
少し汚れただけでも気になるんですよ。そこがうれしい欠
点でしょうか（笑）」。次はエンジン本体に着手する予定だ。

　彼から今年譲り受けた1979年式のジャパ
ン。「ピットハウスさんの下取りで入ってきたク
ルマです。30年くらい前にジャパンでヤンチャ
をして、数多くつぶしたことの罪滅ぼしに買った
といっていました」とオーナーの須尭綾美さん。
後期モデルだが、定番といえる前期の丸形4
灯へフェイスチェンジ、加えて前後オーバーフェ
ンダーにローダウン。足元には復刻ロンシャン
XR4の昭和スタイルで決めている。エンジンル
ーム内の一部に塗装が荒れている部分はある
ものの、内外装は程度がよく、ベース車として
のポテンシャルは高い。「しばらくAT車に乗っ
ていましたが、手にしてからMT車のトリコに。
昔AE86でドリフトしていたころを思い出します
ね。インジェクション仕様で扱いやすく、夏場も
エアコンがバッチリ。古いクルマですけど、気
楽に乗れるのがいいですね」。ハコスカやケン
メリに比べるとパーツ供給に難があるが、彼や
仲間がいるからさほど心配していないとのこと。

�水中花のシフトノブが昭和の香りを
感じさせるインテリア。ステアリングは
ダッツンコンペでスポーティーさもプラ
ス。シフトノブ手前の純正のサウンドバ
ランサーは正常に作動するのは驚き。
�シートは表皮にすれや破れもほぼな
く、クッションもグッド。約40年前のモノ
とは思えないほど状態は良好だ。

CCUのステッカーの中央に描
かれる家紋は幕末の長州軍
のもの。山口県に新しいスタイ
ルの旧車オーナーズクラブを
作る意味も含まれている！

12エンジンはL20型。排気量はそのままにポートの段付きなどを修正した程度。これにソレックスの40PHH（S型）×３基を
組み合わせるライトチューン仕様。点火はフルトラ化。永井電子機器製のウルトラプラグコードも美しくレイアウトされ、クリーン
な印象に。ラジエーターは3層に容量アップされている。パーツはすみずみまでバフで磨き上げられ、ファンネルのみゴールド仕
様に仕上げるなど、ビジュアル面も抜かりなし。次は2.75ℓ化でさらなる性能アップを目指すそうだ。

3サスペンションはビルズ製のフルタップ式車高調。フロントのバネレートは8㎏/㎜、リアは別体式なの
で20㎏/㎜。ブッシュ類はウレタン製でリフレッシュされている。4総剥離され、完全フルレストアされた
ボディは、トランク内までクリアが吹いてあって、純正以上にピカピカ。75ℓタンクはオーバーホールを施
してから搭載している。燃料ポンプはニスモ製をセットしている。

2
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File.06

山口
�アルミホイールは復刻版のロンシャンXR4。オーバーフェンダーの装着
で、フロント15×９J、リア15×10.5Jを余裕でアーチ内に収める。�マフ
ラーはφ42.7㎜のデュアル仕様。リアバンパーは撮影前にブツけられたた
め、急きょネットで見つけて交換したそうだ。

�バフがけされた
ヘッドとNGK製コイ
ル以外はぼぼノー
マル。エンジンルー
ム内はぼぼハケ塗
りだったので、手の
届く上面は再塗装
を施している。
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ホール内には、全日本ダットサン会のプリン
ススカイライン、ダットサン、パブリカなどが展
示された。ステージでは、実行委員会が選ん
だクルマを呼び込んで紹介するイベントや
抽選大会が行われ、大勢が集まっていた。

　
当
初
は
、
６
月
30
日
の
予
定
だ
っ
た
が
、

大
雨
に
よ
り
延
期
と
な
り
、
９
月
29
日
に
開

催
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
ズ
ミ
ー
ト
」。
兵
庫
県

三
木
市
に
集
ま
る
ネ
オ
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ

ベ
ン
ト
で
、
国
産
、
輸
入
車
の
旧
車
か
ら
懐

か
し
の
名
車
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ル
マ
を

約
３
０
０
台
展
示
す
る
。
旧
車
オ
ー
ナ
ー
と

の
交
流
を
深
め
な
が
ら 

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑

貨
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
ワ
ッ
プ
ミ
ー
ト
も
同
時

に
開
催
。
飲
食
ブ
ー
ス
も
多
数
出
店
す
る
と

い
う
も
の
。
し
か
も
、
企
画
運
営
は
30
代
前

半
の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
て
、「
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」と
い
う
意
気

込
み
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
兵
庫
県
三
木
市
に

あ
る「
か
じ
や
の
里
メ
ッ
セ
み
き
」
と
い
う

広
大
な
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
施
設
。
そ
の

駐
車
場
を
エ
ン
ト
リ
ー
車
の
展
示
ス
ペ
ー
ス

と
し
、
ホ
ー
ル
内
に
は
雑
貨
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

休
憩
ス
ペ
ー
ス
、
ス
テ
ー
ジ
、
D
J
ブ
ー
ス
、

特
別
展
示
の
ク
ル
マ
な
ど
が
並
べ
ら

れ
、
初
開
催
に
し
て
は
か
な
り
大
規
模

な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
参
加
車
両
は
、
国
産
車
よ
り
や
や
輸

入
車
が
多
い
く
ら
い
の
割
合
で
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
、
乗
っ
て
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
な
ク
ル
マ
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
。
ま

た
、
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
だ
出
展
ブ
ー
ス
や
来

場
者
か
ら
も
、
な
ん
と
な
く
西
海
岸
の
イ

ベ
ン
ト
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
初
開
催
な
が
ら
大
盛

況
だ
っ
た
オ
ー
ル
ズ
ミ
ー
ト
。
第
２
回
の
開

催
を
期
待
す
る
声
も
あ
り
、
西
日
本
の
旧
車

シ
ー
ン
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

オールズミート2019イン 兵庫 三木

●2019年9月29日／兵庫県三木市・かじやの里メッセみき
主催：Ollds Meet実行委員会　https://olldsmeet.amebaownd.com/

VOL.012の表紙を飾ってくれたノブちゃんのZ
は、ボンネットを開けると、元祖TC24を見ようと
人だかりができるほど大人気。気になる隣の彼
女は、妹尾真由美さん。エアコンもないS30Z
の隣に乗ってくれる素敵な女性です、お幸せに！

VOL.009で紹介した元祖TC24を搭載したハコスカに乗るヘンカタさん。赤いS30Zは息子のノ
ブちゃんで、親子で元祖TC24搭載車でバトルを楽しんでいるそうだ。基本的な仕様は紹介した
2016年のままだが、マフラーをより抜けのいいタイプに変更し、高回転サウンドを楽しんでいる。

丸形2灯の初期型マスクに交換し、スバルの純正色デザートカーキでオールペイントしたサニト
ラ。ホイールはデイトナの7J −20を装着。足まわりには、AE86用の車高調を組み込み、リアデフ
もAE86から流用。エンジンはA12型改にOERφ45を装着。ただし、A15型に載せ替え予定だ。

広大な駐車スペースに、色とりどりの約300台のエントリー車が並んだ。ジャ
ンルもさまざまで、コンクールコンディションというよりも、実際に乗って楽しん
でいるクルマが多かったようだ。実行委員のみなさんも、お疲れさまでした！

会場の一角には、ご当地グルメやカフェなどの
飲食ブースやクルマ関連のショップのブースが
並び大盛況。カップルや家族での来場者も多
く、カフェ風のブースが人気だった。

75年式フェアレディZ
片岡信和さん（岡山県）

90年式サニートラック
矢木孝知さん（岡山県）

72年式スカイライン 2000 GT
片岡功一さん（岡山県）

秋晴れのイベントに日和に
多彩なジャンルの旧車が大集合！

PHOTO：RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）
清水良太郎（フォックス ブックス）
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旧車仲間たちとのミーティング、サーキッ
ト走行、ドラッグレースなど、旧車を愛す
る大人たちの趣味は広がっています。そ
れらのリポートも掲載します。さらに、旧
車オーナーのこだわりガレージ訪問コー
ナーでは、見た目だけではなく、日頃のメ
ンテナンスやチューニングに対応した、あ
こがれのガレージライフをお届けします。

8エンジンルームに収まるA12型
は、現状ノーマルのまま。ただし、すで
にA15型ユニットを準備していて、次
の車検までに乗せ換えて公認を取
得予定。さらに、排気量を1.6ℓに拡
大して、ハイコンプ化を実施。ハイカ
ムや強化バルブスプリングなどひと
通り手を入れたフルチューンにすると
いうプランがある。 9アルミのヘッド
カバーはDATSUNマークの刻印入
り。削り出しのオイルフィラーキャップ
はビルズのオリジナルだ。 �キャブ
レターはウエーバーの45DCOEで、
カールファンネルを装着する。パーコ
レーション対策の遮熱板も追加し
た。 �プラグ交換も自分でこなす茜
ちゃん。プラグのチェック用に、差し
込んで置ける台座をエンジンルーム
前方に設置。これはワザありです!

91011
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#01

　
21
歳
の
時
に
運
転
免
許
を
取
得
し
、
初
め

て
の
愛
車
は
ラ
ン
エ
ボ
Ⅴ
。
趣
味
は
ク
ル
マ

と
バ
イ
ク
と
筋
ト
レ（
!?
）と
い
う
ア
ク
テ
ィ

ブ
女
子
の
茜あ
か
ねち
ゃ
ん
。
ま
わ
り
の
影
響
で
旧

車
の
魅
力
に
ハ
マ
り
、
約
２
年
前
に
晴
れ
て

サ
ニ
ト
ラ
の
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
た
と
か
。

「
私
が
働
い
て
い
る
ビ
ル
ズ
の
金
沢
秀
好
代

表
と
、
ラ
ン
エ
ボ
と
ブ
ツ
ブ
ツ
交
換
し
た
ん

で
す
。
ノ
ー
マ
ル
だ
っ
た
の
で
、
軽
自
動
車

よ
り
遅
い
か
も
っ
て
思
っ
た
け
ど
、
見
た
目

が
か
わ
い
い
し
大
の
お
気
に
入
り
で
す
」

　
そ
ん
な
彼
女
、
実
は
３
〜
４
年
前
に
サ
ー

キ
ッ
ト
デ
ビ
ュ
ー
済
み
。
４
А
‐
Ｇ
型
搭
載

の
Ｋ
Ｐ
61
で
袖
ケ
浦
フ
ォ
レ
ス
ト
レ
ー
ス

ウ
ェ
イ
を
爆
走
し
た
と
か
。そ
の
ほ
か
レ
ー
ス

仕
様
の
Ｈ
А
23
Ｖ
ア
ル
ト
で
日
光
サ
ー
キ
ッ

ト
を
走
っ
た
り
ウ
デ
を
磨
い
て
い
る
。

「
借
り
モ
ノ
な
の
で
ブ
ツ
け
ち
ゃ
た
ら
マ
ズ

イ
と
思
い
つ
つ
も
、
と
に
か
く
楽
し
く
っ
て

ア
ク
セ
ル
を
ベ
タ
踏
み
に
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。

街
中
で
は
絶
対
に
味
わ
え
な
い
速
度
域
な
の

で
、
病
み
つ
き
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
よ
ね
」

　
ど
う
や
ら
、
キ
ュ
ー
ト
な
笑
顔
か
ら
は
想

像
で
き
な
い
ほ
ど
男
勝
り（
!?
）
な
性
格
な

よ
う
で
、
ビ
ル
ズ
の
金
沢
さ
ん
も

「
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
ま
る
で
少

年
み
た
い
な
ん
で
す
よ
。
い
ま
で
は
自
分

で
タ
イ
ヤ
交
換
も
し
ち
ゃ
い
ま
す
し
」と
話

す
。
取
材
の
撮
影
中
も
、
慣
れ
た
手
つ
き
で

ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
し
て
協
力
し
て
く
れ
た
。

　
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
１
年

以
上
サ
ー
キ
ッ
ト
を
走
れ
て
い
な
い
た
め
、

ち
ょ
っ
と
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
り
気
味
。
そ
の

反
動
も
あ
っ
て
か
、
サ
ニ
ト
ラ
は
着
実
に
茜

ち
ゃ
ん
仕
様
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
の

仕
様
を
紹
介
し
て
お
く
と
、
エ
ン
ジ
ン
は
А

12
型
ノ
ー
マ
ル
で
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
は
ウ
エ

ー
バ
ー
の
45
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
を
セ
ッ
ト
。
あ
と
は

４
‐
１
の
タ
コ
足
と
ま
つ
お
か
製
の
マ
フ
ラ
ー

を
装
着
し
て
い
る
。

　
足
ま
わ
り
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
フ
ロ

ン
ト
＆
リ
ア
と
も
に
ビ
ル
ズ
の
車
高
調
を
入

れ
て
、
リ
ア
の
純
正
リ
ー
フ
を
ス
ト
レ
ー
ト

加
工
。
し
な
や
か
な
足
ま
わ
り
に
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ロ
ン
ト
ブ
レ
ー
キ

も
ビ
ッ
グ
ロ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト
を
組
み
込
み
、

制
動
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
通
勤
や
買
い
物
、
そ
し
て
趣
味
の
バ
イ
ク

を
運
ん
だ
り
と
大
活
躍
し
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
実
は
こ
の
サ
ニ
ト
ラ
で
は
一
度
も
サ
ー

キ
ッ
ト
を
走
っ
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
も

ち
ろ
ん
早
く
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
た
い
し
、
手
を

入
れ
た
い
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
エ

ン
ジ
ン
も
載
せ
換
え
た
い
し
、
オ
ー
バ
ー

フ
ェ
ン
ダ
ー
化
も
し
た
い
！
」
と
茜
ち
ゃ

ん
。
本
誌
で
は
、
そ
ん
な
彼
女
の
サ
ニ
ト
ラ
・

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
ラ
イ
フ
に
密
着
し
て
い
く
の

で
、
み
な
さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
で
す
。

約
２
年
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と
仕
上
げ
て
き
た

サ
ニ
ト
ラ
の
現
状
チ
ェッ
ク
か
ら
ス
タ
ー
ト

4フロントは調整式ピロアッパーをセット。アライメント調整の幅を広げている。スタビやテンションロッドブッシュも強化している。 
5足まわりはビルズのワンオフ車高調を装着。「純正サスだとバタバタとする感じでしたが、それが解消されて快適になりました。
それと、減衰力ダイヤルを変えるだけで乗り味が変わるのも楽しいです。なにより、シャコタンになってカッコよくなったのがうれし
かったです」と茜ちゃん。 6純正リーフは順番を入れ替えて、バンプ側に動く方向にセッティング。そうした仕様変更はビルズの金
沢代表が手ほどきしたそうだ。 7リアにもコイルオーバー式のダンパーを追加。サニトラでは珍しい仕様で、しなやかな走りに生ま
れ変わる。バネレートは、フロント6㎏/㎜、リア2.5㎏/㎜。リアには1.5㎏/㎜のヘルパーを入れてバリアブルレート化している。

1茜ちゃんのサニトラは1990年式の後期型。オリジナルは角形ライトとなるが、愛きょうのある中期用の丸形ライト＆グリルに変更。さらに
510ブルーバード用BREタイプのチンスポイラーを追加して、レーシーな雰囲気に仕上げている。 2ホイールはパナスポーツの15×7J -6
で、タイヤはファルケンZIEX ZE914（165/50R15）を組み合わせる。サーキットでは13インチを履く予定だ。 3メインφ60㎜のマツオカ
製オールステンレスマフラーをセット。タコ足も交換してあるため、砲弾型サイレンサーからほどよいエキゾーストノートが奏でられる。

�扱いやすさを重視したコックピットは、シ
ンプルにまとめあげる。年季の入ったφ
350㎜ディープコーンのステアリングは、ラ
ンエボ時代からの愛用品で、手に馴染ん
でいるそうだ。また安全性を高めるべく、今
後はロールバーも組み込む予定となって
いる。 �タコメーターは日本精機Defi製
の1万rpmスケール。純正メーターパネル
に違和感なくインストールした。 �ダッシュ
ボード上には、さまざまな車両情報が表示
できるDefiのマルチメーターを追加する。 �ミッションは純正4速。今後は5速の60A、
そしてゆくゆくはオリジナルのクロスミッションとステップアップを予定している。ちなみ
に、機械式LSDはニスモの2ウェイ式を組み込み済み。若干イニシャルが高いので、
サーキット走行時には少し下げる予定だ。目標は、筑波サーキット1分10秒切りだ。

今や生活になくてはならない存在となったサ
ニトラ。いろいろな荷物を荷台に放り込んで
おけるのも大きな魅力。バイク（GSX400初
期型）を載せて、出掛けることもあるそうだ。

走行距離4万㎞台ということもありコンディ
ションは上々。「TS仕様のオーバーフェンダー
を付けてオールペイントしたいですね」と茜
ちゃん。迫力のスタイルに期待したい。

現状は、コンデンサーは外さずに残
したまま。ラジエーターは310用に
変更して水温の安定化を図ってい
る。サーキット走行のためにオイル
クーラーを追加する予定だ。

ニスモ製の燃料ポンプを装着。燃
圧レギュレーターを通じてキャブレ
ターへと燃料を送り込む。このあた
りの配管は、フルチューンエンジン
搭載時に見直されることになる。

�「調子を維持するために丁寧な運転はもちろん、エンジンやキャブ
の音をよく聞くように心がけています」と彼女。ただ自分の感覚だけに
頼るのではなく、コンソール付近には亀有製のバキューム計を追加。
コンディションチェックに活用している。 �クーラー付きなので夏場も
快適かと思ったら、タコ足が配管の邪魔になるのでコンプレッサーを
外してしまったとか。夏場は大丈夫なのか心配だけど、「ランエボの頃
からクーラーなしなので、全然、余裕です！」と茜ちゃん。ちなみに純正
ラジオを生かしているのは、サニトラの雰囲気を残したいから。 �腰
が痛いのでOMP製のフルバケを装着。これで悩みが解消したとか。

A12型ノーマルから
フルチューンへ！

足まわりはビルズの
ストリート仕様

シンプルで
使いやすく！

ボディは
サビ＆クサリなく上 ！々
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03

05ハチマル、輸入車、レア車、
360軽自動車も！

File.06   

山口

119

118

TEXT : SHINICHI YAMZAKI/山﨑真一

PHOTO ： RYOTA-RAW SHIMIZU（FOXX BOOKS）/

 清水良太郎（フォックス ブックス）

旧車維新で
楽しくワッシ

ョイ!

カタにハマ
らない個性

派軍団

今回紹介
する「CC

U（長州ク
ラシックユ

ニオン）」
は今年1月

に

発足したば
かりの若い

オーナー
ズクラブ。

幕末維新
の立役者

で

ある長州
軍の家紋

をモチー
フにしたク

ラブステッ
カーは、「

旧

車の堅苦し
いこだわり

は抜きにし
た、新しい

スタイルの
クラブを

作る」思い
が込められ

ている。取
材当日は

バラエティ
ーに富ん

だ13台の
愛車が集ま

った。

気
持
ち
で
結
ば
れ
た
仲
間
た
ち

走
り
好
き
旧
車
ク
ラ
ブ「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
」

大
募
集

「日本全国旧車仲間探訪！」のコーナーでは、取材希望の旧車仲間を募集しています。

主なメンバーの写真とクルマのスペックなどを記入し、

下記宛てにEメール、または封書で応募ください。

【応募あて先】 〒170-8427  東京都豊島区東池袋2-45-9

（株）芸文社 ノスタルジックスピード編集部「日本全国旧車仲間探訪！」係

●応募の際は、氏名、住所、連絡先を必ず明記してください。

●電話などでは受け付けておりません。 ●お送りいただいた写真資料の返却はできません。

●編集の都合上、応募いただいた全員を取材するとは限りません。

●取材時期などに関しても編集部に一任いただきます。

＜個人情報の取り扱いに関して＞ お寄せいただきました個人情報は、

株式会社芸文社にて適切に管理いたします。詳しくは、WEBの専用画面をご覧ください。

https://www.geibunsha.co.jp/

取材協力

Pit house

〒522-0057 

滋賀県彦根市八坂町899

TEL0749-28-2175　

http://www.pit-house.com/

旧車クラブ「CCU」を紹介し

てくれたのは、本誌でもおなじ

み滋賀県彦根市の「ピットハ

ウス」。レストアからメンテナン

ス、チューニングにいたるまで

完全内製化。隠しごとのない

オープンなスタイルで、旧車

乗りからの信頼も厚い。

こだわり貫く高い技術力と

オープンなスタイルが身上
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エンジン、足まわり、ボディまで
サーキットデビューを目指して
フルチューンしていきます！ベース車として根強い人気を誇るサニート

ラック。通称、「サニトラ」。イジリ方も人そ

れぞれだが、サスペンションメーカーのビ

ルズで働く茜ちゃんは、カッコよくて速い、

そして快適なサーキット仕様を目指すとい

う。記念すべき連載１回目は、そんな彼女

のサニトラの現状を徹底チェックしよう！

TEXT ： DAISUKE ISHIKAWA/石川大輔　

PHOTO ： MOTOSUKE FUJII（SALUTE）/

 
 藤井元輔（サルーテ）

COOPERATION ： BILS/ビルズ  

 

 TEL0493-81-4455 

 

 http://www.bils.jp/

  Profile    茜ちゃん AKANE-CHAN「サニトラはアナログな感じがあるというか、エンジンの音とか

で、調子がいいとか悪いとかが分かるような、人間味があると

ころが大好きですね。見た目がかわいいし、小さくて乗りやす

いところも気に入っています」と、ベタぼれの茜ちゃん。サス

ペンションメーカーのビルズで働く、元気いっぱいな女のコ

だ。果たしてどんなクルマに仕上げていくのでしょうか？
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真骨頂のペ
イントカス

タムは

エンジンル
ームの細部

にまでおよ
ぶ

ト
カ
ス
タ
ム
は
、
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
の
隅
々

に
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
。

　
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
要
と
な
る
車
高
は
、「
低

け
れ
ば
低
い
ほ
ど
こ
の
ク
ル
マ
は
魅
力
的
に

見
え
る
」と
い
う
の
が
日
下
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー

で
、
足
ま
わ
り
は
フ
ロ
ン
ト
も
リ
ア
も
自
作

加
工
で
徹
底
的
に
ロ
ー
ダ
ウ
ン
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
ン
ダ
ー
の
ワ
イ
ド
化
も
、
車
高
を
よ
り

低
く
見
せ
る
た
め
の
工
夫
だ
。

　
エ
ン
ジ
ン
は
、3
K
型
の
個
性
を
生
か
し
、

回
し
て
楽
し
む
方
向
性
。
ハ
イ
カ
ム
を
入
れ
、

キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
を
ウ
エ
ー
バ
ー
40
Ｄ
Ｃ
Ｏ
Ｅ

に
交
換
。
一
段
と
気
持
ち
よ
く
回
る
エ
ン
ジ

ン
に
仕
上
げ
て
い
る
。

「
ま
だ
見
た
目
が
中
心
で
、
エ
ン
ジ
ン
も
ペ

イ
ン
ト
で
見
た
目
は
派
手
だ
け
ど
、
中
身
は

ま
だ
ま
だ
。
ボ
チ
ボ
チ
や
っ
て
い
き
ま
す
よ
」

と
日
下
さ
ん
。

　
半
年
が
か
り
で
仕
上
げ
た
レ
ス
ト
ア
と
全

塗
装
。
そ
ん
な
中
、
エ
ン
ジ
ン
だ
け
は
ま
だ

ま
だ
不
満
足
。
夢
は
5
K
型
の
搭
載
で
、
速

さ
で
も
27
レ
ビ
ン
に
追
い
つ
く
こ
と
。
日
下

さ
ん
の
苦
し
く
も
楽
し
い
旧
車
カ
ス
タ
ム
は
、

こ
れ
か
ら
も
果
て
し
な
く
続
く
。

vol.16

吸気システムはウエーバー40DCOE9の2連装。

オークションで勝ち取った、極東が輸入していた貴重な

当時モノだ。ジェットカバーをオレンジにペイントして個

性を出す。燃料ポンプはノーマルで足りているそう。 

エンジンルーム内のペイントテーマは「寸止め」。カラフ

ルに見せつつも、ヤリすぎには見えないように神経を

使っている。 ファンネルもオレンジでペイント。力なく

見える、下向き気味なキャブレターの角度をなんとかす

る方法を検討中。 NASAが開発したセラミック遮熱

塗料で塗り上げたエキマニ。他のペイントへの熱害を

抑えている。 気持ちよく吹け上がる3K型エンジン。

ハイカムとフライホイールの軽量化により、レスポンスが

さらに高められている。

フロントサスは、純正ストラットをベースにショックを入れ替え

て車高調化した完全オリジナル。バネのIDは65、ハイトは200

㎜、レートは8㎏/㎜。究極のローダウンを目指し、スタビライ

ザーはキャンセル。 リアサスは純正リーフスプリングの逆付

け。さらに10㎜ブロックプラスして限界までローダウン。ストロー

クは、ほぼないような状態だ。

白だったボディは、すべてのパーツ

をいったん取り外して丹念にレスト

アされている。エンジンルームも、も

ちろん同色でオールペイント。

純正よりも150㎜以上下げられたスー

パーローダウンフォルム。「そうは見えな

いでしょ、自然な感じで。乗り心地も結

構良かったりします」と日下さん。
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国産クラシックカーを中心に
趣味としてのチューニングやカスタム
メンテナンスなどの情報を
発信する旧車雑誌です


